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十
一 

『
天
地
』
で
は
「
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
」
の
よ
う
に
女
性
が
先
に
記
さ
れ
る
。

十
二 

表
面
的
に
は
仏
教
徒
（
異
教
徒
）
と
し
て
装
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
、
彼
ら
が
求
め
た
精
神
的
支
え
と
な
る
、
寛

大
な
神
（
デ
ウ
ス
）
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、そ
の
た
め
に
タ
ブ
ー

（「
悪
魔
（
仏
）
を
拝
ん
で
も
…
し
て
は
な
ら
な
い
」）
が
課
さ
れ
た
。
宮
崎

一
九
九
六
年
、
八
一
〜
八
二
頁
。

十
三 

い
つ
か
は
天
国
に
召
さ
れ
る
と
い
う
希
望
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
、こ
こ
に
は
、

「
原
罪
」
の
概
念
（
創
世
記
三
章
二
〇
〜
二
四
節
）
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
黒
崎
地
方
の
隠
れ
切
支
丹
に
伝
わ
っ
た
「
バ
ス
チ
ャ
ン
の

預
言
」
に
は
、
潜
伏
の
苦
し
み
は
七
代
ま
で
で
、
そ
の
後
は
黒
い
船
に
乗
っ

て
伴
天
連
が
来
日
し
、
信
仰
の
自
由
が
得
ら
れ
る
と
、
語
り
継
が
れ
た
。

十
四 

黒
崎
地
方
で
重
宝
さ
れ
て
い
る
滑
石
片
岩
の
こ
と
。
五
島
へ
移
住
し
た
キ
リ

シ
タ
ン
は
石
を
船
に
積
ん
で
持
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。
世
界
即
郷
土
と
い
う

世
界
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

十
五 

日
向
之
高
千
穂
の
山
頂
の
「
天
の
逆
鉾
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。｛
｝

の
箇
所
は
、
谷
川
著
よ
り
補
足
。
谷
川
一
九
八
二
年
、
一
六
〇
頁
。

十
六 

兄
が
妹
に
櫛
を
投
げ
る
箇
所
は
、
記
紀
神
話
に
書
か
れ
て
い
る
イ
ザ
ナ
ギ
命

が
、
縁
を
切
る
た
め
妹
の
イ
ザ
ナ
ミ
命
に
櫛
を
投
げ
た
黄
泉
の
国
で
の
様
子

に
な
ぞ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
箇
所
、
親
近
相
姦
と
そ
の
非
人
間
的
な
禁
制
に

つ
い
て
田
北
氏
は
触
れ
て
い
な
い
。

十
七 

殉
教
し
て
聖
人
の
位
に
挙
げ
ら
れ
た
教
皇Pope M

artyr

。
バ
ス
チ
ャ
ン
歴

に
は
、「
ハ
ッ
パ
丸
し
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
八 

創
世
記
六
章
〜
ノ
ア
の
洪
水
物
語
り
で
あ
る
が
、
獅
子
が
船
に
乗
り
遅
れ
た

足
の
悪
い
兄
を
助
け
た
と
い
う
話
は
、
信
仰
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
津
波
に
よ
っ
て
島
が
海
底
に
沈
ん

で
し
ま
う
「
洪
水
伝
承
」
は
、
各
国
に
存
在
し
て
い
る
。

十
九 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
五
節
〜
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
懐
妊
は
マ
リ
ア
へ
の
お

告
げ
よ
り
も
先
で
あ
る
事
が
忠
実
に
物
語
ら
れ
る
。キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
、

「
水
の
役
」（
洗
礼
者
）
が
い
か
に
大
切
な
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
伝
え
ら
れ

て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。

二
十 

ル
ソ
ン
の
国
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
は
、
当
時
日
本
と
の
貿
易
で
栄
え
て
い
た
国

で
あ
る
。『
天
地
』
で
は
、
イ
エ
ス
の
養
父
ヨ
セ
フ
は
一
切
登
場
し
な
い
。

こ
の
個
所
は
「
か
ぐ
や
姫
」
を
想
像
さ
せ
る
物
語
り
。
帝
王
の
名
前
「
サ
ン

ゼ
ン
・
ゼ
ジ
ュ
ズ
」
は
、祈
り
の
終
わ
り
に
唱
え
る
「
ア
ー
メ
ン
・
イ
エ
ズ
ス
」

が
訛
り
と
転
訛
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
後
編
で
御
身
（
主
）
が
洗

礼
名
を
与
え
ら
れ
る
際
、
重
要
と
な
る
の
が
、
こ
の
帝
王
の
名
前
で
あ
る
。

二
十
一 

丸
や
が
、
貧
し
い
大
工
の
娘
で
あ
り
、
幼
少
の
こ
ろ
に
母
に
死
に
別
れ
て
、

父
親
の
手
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
谷
川
一
九
八
二
年
、

一
六
六
頁
。

二
十
二 

び
る
ぜ
ん
の
行
（
処
女
で
い
る
修
行
）
は
仏
教
的
な
発
想
で
あ
る
。

二
十
三 

黒
崎
地
方
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
夜
に
ア
ベ
・
マ
リ
ア
の
祈
り
を
十
二
篇
唱

え
る
。
こ
れ
は
当
時
の
宣
教
団
体
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
形
跡
、
習
慣
と
し
て

今
日
も
残
っ
て
い
る
。

二
十
四 

食
事
が
天
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
は
、
食
物
の
不
自
由
な
生
活
と
の
関
係
か
、

も
し
く
は
使
徒
言
行
録
十
章
十
節
〜
ペ
テ
ロ
に
天
か
ら
食
事
が
与
え
ら
れ
た

こ
と
の
応
用
。

二
十
五 

カ
ト
リ
ッ
ク
の
正
伝
で
は
、
マ
リ
ア
の
お
告
げ
を
受
け
た
貴
族
が
、
三
六
五

年
八
月
五
日
の
朝
に
ロ
ー
マ
の
郊
外
に
雪
の
降
っ
た
と
こ
ろ
を
発
見
し
、
そ

こ
に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
を
建
て
て
い
る
。
現
教
会
歴
で
は
八
月
五
日

が
「
雪
の
マ
リ
ア
」
の
祝
日
で
あ
る
。

二
十
六 

雪
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
に
つ
い
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
日
繰
帳
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、「
聖
マ
リ
ア
の
雪
殿
」と
あ
り
、マ
リ
ア
は
日
本
的
な「
雪
」

と
い
う
人
名
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
七 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
二
六
節
〜
。

二
十
八 

蝶
は
人
間
の
魂
の
か
た
ど
り
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
受
胎
告
知
の
場
面
の
日
本
的
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。

二
十
九 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
三
九
節
〜
。

三
十 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
四
七
〜
五
五
節
で
は
、
マ
リ
ア
の
口
か
ら
は
マ
グ

ニ
フ
ィ
カ
ー
ト
（
讃
歌
）
が
唱
え
ら
れ
る
の
だ
が
、『
天
地
』
で
は
丸
や
の

口
か
ら
「
主
の
祈
り
」
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

三
十
一 

断
食
（
ゼ
シ
ン
）
と
は
、
斎
戒
・
断
食
の
こ
と
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
特
に

そ
の
信
心
行
を
重
視
し
た
。

三
十
二 

黒
埼
地
方
で
は
、
現
在
で
も
ナ
タ
ル
（
生
誕
祭
ク
リ
ス
マ
ス
）
の
前
の
晩

は
、
牛
小
屋
を
掃
除
し
て
、
新
し
い
藁
を
引
い
て
牛
に
御
馳
走
を
す
る
慣
習
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が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

三
十
三 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
章
二
一
節
、
割
礼
と
言
う
習
慣
が
な
い
日
本
人
に

と
っ
て
、
こ
の
宗
教
儀
礼
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

三
十
四 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
章
一
節
〜
、
聖
書
の
記
述
に
は
占
星
術
の
学
者
た

ち
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
人
数
や
そ
の
出
自
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

三
十
五 

「
神
を
礼
拝
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
悪
人
道
も
神
は
消
し
去
っ
て
く
れ

る
。
そ
の
後
、
正
し
い
道
が
示
さ
れ
、
思
う
が
ま
ま
の
正
し
い
道
を
歩
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
を
迫
害
す
る
人
々
は
悪
人
道

を
歩
み
、神
を
礼
拝
す
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
は
正
し
い
道
が
示
さ
れ
、

救
い
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
希
望
を
示
し
た
も
の
と
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
」
宮
崎
一
九
九
六
年
、
八
五
頁
。

三
十
六 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
章
四
節
に
は
「
王
は
民
の
祭
司
長
た
ち
や
律
法
学

者
た
ち
を
皆
集
め
て
（
中
略
）
問
い
正
し
た
。」
と
あ
り
、
二
人
と
い
う
記

述
は
な
い
。
イ
エ
ス
を
十
字
架
刑
に
処
す
る
総
督
官
が
、
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ

ト
で
あ
る
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
七
章
一
節
〜
。

三
十
七 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
章
一
三
節
〜
、
ヘ
ロ
デ
が
子
供
を
皆
殺
し
に
す
る

計
画
を
伝
え
る
の
は
主
の
天
使
、
そ
れ
を
聴
く
の
は
ヨ
セ
フ
、
そ
し
て
聖
家

族
は
エ
ジ
プ
ト
に
避
難
す
る
の
で
あ
る
が
、『
天
地
』
で
は
養
父
ヨ
セ
フ
の

存
在
は
皆
無
で
あ
る
。

三
十
八 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
一
章
一
八
節
〜
二
二
節
。
聖
書
で
は
、
無
花
果
の

木
を
呪
う
話
。
長
崎
県
生
月
市
根
獅
子
町
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
「
お

ろ
く
に
ん
さ
ま
」
伝
承
の
中
に
麦
作
り
の
話
が
残
っ
て
い
る
。

三
十
九 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
三
章
一
三
節
〜
。

四
十 

洗
礼
を
受
け
た
も
の
は
皆
天
国
に
行
け
る
と
い
う
信
頼
は
、「
普
段
は
仏
を
拝

ま
さ
れ
、
神
々
を
祀
ら
さ
れ
、
踏
み
絵
を
踏
ま
さ
れ
て
神
を
裏
切
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
洗
礼
だ
け
は
受
け
て
い
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
」
に
と
っ
て

寛
大
な
赦
し
の
言
葉
と
し
て
語
り
継
が
れ
た
。
宮
崎
一
九
九
六
年
、
八
七
頁
。

四
十
一 

タ
ボ
ル
山
に
つ
い
て
は
旧
約
聖
書
士
師
記
四
章
六
節
に
記
述
が
あ
る
。
し
か

し
、こ
の
個
所
は
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
四
章
一
節
〜
「
悪
魔
か
ら
の
誘
惑
」

と
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
七
節
一
〜
九
節
参
照
。

四
十
二 

仏
教
語
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
御
法
身
体
は
「
出
家
」
と
解
釈
さ
れ
る
。

付
記字

数
の
関
係
上
、『
天
地
始
之
事
』
を
二
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

次
号
に
続
く
後
編
を
含
め
た
目
次
を
記
す
。

長
崎
に
伝
承
さ
れ
る
聖
書
物
語
『
天
地
始
ま
り
の
事
』
現
代
語
試
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美

目
次

　

は
じ
め
に
―
そ
の
現
代
的
意
義
―

　　
（
前
編
）

　

①　

天
地
の
始
ま
り

　

②　

悪
の
実
、
中
天
に
追
い
や
ら
れ
る

　

③　

神
、
人
類
救
済
の
た
め
に
分
身
を
世
に
送
る

　

④　

ル
ソ
ン
国
の
帝
王
の
死

　

⑤　

サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
受
難

　　
（
後
編
）

　

⑥　

朝
五
カ
条
の
祈
り

　

⑦　

ヘ
ロ
デ
、
国
内
を
吟
味
す
る

　

⑧　

主
、
捕
え
ら
れ
る

　

⑨　

主
、
連
行
さ
れ
る

　

⑩　

金
に
目
が
く
ら
ん
だ
盲
人
の
話

　

⑪　

救
世
主

　

⑫　

主
の
初
救
済

　

⑬　

主
、
役
割
を
与
え
る

　

⑭　

黙
示
録

　

⑮　

追
記

　　

お
わ
り
に

　
　
　

参
考
文
献

　
　
　

註
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十
一 

『
天
地
』
で
は
「
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
」
の
よ
う
に
女
性
が
先
に
記
さ
れ
る
。

十
二 

表
面
的
に
は
仏
教
徒
（
異
教
徒
）
と
し
て
装
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
、
彼
ら
が
求
め
た
精
神
的
支
え
と
な
る
、
寛

大
な
神
（
デ
ウ
ス
）
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、そ
の
た
め
に
タ
ブ
ー

（「
悪
魔
（
仏
）
を
拝
ん
で
も
…
し
て
は
な
ら
な
い
」）
が
課
さ
れ
た
。
宮
崎

一
九
九
六
年
、
八
一
〜
八
二
頁
。

十
三 

い
つ
か
は
天
国
に
召
さ
れ
る
と
い
う
希
望
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
、こ
こ
に
は
、

「
原
罪
」
の
概
念
（
創
世
記
三
章
二
〇
〜
二
四
節
）
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
黒
崎
地
方
の
隠
れ
切
支
丹
に
伝
わ
っ
た
「
バ
ス
チ
ャ
ン
の

預
言
」
に
は
、
潜
伏
の
苦
し
み
は
七
代
ま
で
で
、
そ
の
後
は
黒
い
船
に
乗
っ

て
伴
天
連
が
来
日
し
、
信
仰
の
自
由
が
得
ら
れ
る
と
、
語
り
継
が
れ
た
。

十
四 

黒
崎
地
方
で
重
宝
さ
れ
て
い
る
滑
石
片
岩
の
こ
と
。
五
島
へ
移
住
し
た
キ
リ

シ
タ
ン
は
石
を
船
に
積
ん
で
持
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。
世
界
即
郷
土
と
い
う

世
界
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

十
五 

日
向
之
高
千
穂
の
山
頂
の
「
天
の
逆
鉾
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。｛
｝

の
箇
所
は
、
谷
川
著
よ
り
補
足
。
谷
川
一
九
八
二
年
、
一
六
〇
頁
。

十
六 

兄
が
妹
に
櫛
を
投
げ
る
箇
所
は
、
記
紀
神
話
に
書
か
れ
て
い
る
イ
ザ
ナ
ギ
命

が
、
縁
を
切
る
た
め
妹
の
イ
ザ
ナ
ミ
命
に
櫛
を
投
げ
た
黄
泉
の
国
で
の
様
子

に
な
ぞ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
箇
所
、
親
近
相
姦
と
そ
の
非
人
間
的
な
禁
制
に

つ
い
て
田
北
氏
は
触
れ
て
い
な
い
。

十
七 

殉
教
し
て
聖
人
の
位
に
挙
げ
ら
れ
た
教
皇Pope M

artyr

。
バ
ス
チ
ャ
ン
歴

に
は
、「
ハ
ッ
パ
丸
し
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
八 

創
世
記
六
章
〜
ノ
ア
の
洪
水
物
語
り
で
あ
る
が
、
獅
子
が
船
に
乗
り
遅
れ
た

足
の
悪
い
兄
を
助
け
た
と
い
う
話
は
、
信
仰
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
津
波
に
よ
っ
て
島
が
海
底
に
沈
ん

で
し
ま
う
「
洪
水
伝
承
」
は
、
各
国
に
存
在
し
て
い
る
。

十
九 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
五
節
〜
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
懐
妊
は
マ
リ
ア
へ
の
お

告
げ
よ
り
も
先
で
あ
る
事
が
忠
実
に
物
語
ら
れ
る
。キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
、

「
水
の
役
」（
洗
礼
者
）
が
い
か
に
大
切
な
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
伝
え
ら
れ

て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。

二
十 

ル
ソ
ン
の
国
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
は
、
当
時
日
本
と
の
貿
易
で
栄
え
て
い
た
国

で
あ
る
。『
天
地
』
で
は
、
イ
エ
ス
の
養
父
ヨ
セ
フ
は
一
切
登
場
し
な
い
。

こ
の
個
所
は
「
か
ぐ
や
姫
」
を
想
像
さ
せ
る
物
語
り
。
帝
王
の
名
前
「
サ
ン

ゼ
ン
・
ゼ
ジ
ュ
ズ
」
は
、祈
り
の
終
わ
り
に
唱
え
る
「
ア
ー
メ
ン
・
イ
エ
ズ
ス
」

が
訛
り
と
転
訛
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
後
編
で
御
身
（
主
）
が
洗

礼
名
を
与
え
ら
れ
る
際
、
重
要
と
な
る
の
が
、
こ
の
帝
王
の
名
前
で
あ
る
。

二
十
一 

丸
や
が
、
貧
し
い
大
工
の
娘
で
あ
り
、
幼
少
の
こ
ろ
に
母
に
死
に
別
れ
て
、

父
親
の
手
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
谷
川
一
九
八
二
年
、

一
六
六
頁
。

二
十
二 

び
る
ぜ
ん
の
行
（
処
女
で
い
る
修
行
）
は
仏
教
的
な
発
想
で
あ
る
。

二
十
三 

黒
崎
地
方
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
夜
に
ア
ベ
・
マ
リ
ア
の
祈
り
を
十
二
篇
唱

え
る
。
こ
れ
は
当
時
の
宣
教
団
体
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
形
跡
、
習
慣
と
し
て

今
日
も
残
っ
て
い
る
。

二
十
四 

食
事
が
天
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
は
、
食
物
の
不
自
由
な
生
活
と
の
関
係
か
、

も
し
く
は
使
徒
言
行
録
十
章
十
節
〜
ペ
テ
ロ
に
天
か
ら
食
事
が
与
え
ら
れ
た

こ
と
の
応
用
。

二
十
五 

カ
ト
リ
ッ
ク
の
正
伝
で
は
、
マ
リ
ア
の
お
告
げ
を
受
け
た
貴
族
が
、
三
六
五

年
八
月
五
日
の
朝
に
ロ
ー
マ
の
郊
外
に
雪
の
降
っ
た
と
こ
ろ
を
発
見
し
、
そ

こ
に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
を
建
て
て
い
る
。
現
教
会
歴
で
は
八
月
五
日

が
「
雪
の
マ
リ
ア
」
の
祝
日
で
あ
る
。

二
十
六 

雪
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
に
つ
い
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
日
繰
帳
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、「
聖
マ
リ
ア
の
雪
殿
」と
あ
り
、マ
リ
ア
は
日
本
的
な「
雪
」

と
い
う
人
名
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
七 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
二
六
節
〜
。

二
十
八 

蝶
は
人
間
の
魂
の
か
た
ど
り
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
受
胎
告
知
の
場
面
の
日
本
的
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。

二
十
九 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
三
九
節
〜
。

三
十 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
章
四
七
〜
五
五
節
で
は
、
マ
リ
ア
の
口
か
ら
は
マ
グ

ニ
フ
ィ
カ
ー
ト
（
讃
歌
）
が
唱
え
ら
れ
る
の
だ
が
、『
天
地
』
で
は
丸
や
の

口
か
ら
「
主
の
祈
り
」
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

三
十
一 
断
食
（
ゼ
シ
ン
）
と
は
、
斎
戒
・
断
食
の
こ
と
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
特
に

そ
の
信
心
行
を
重
視
し
た
。

三
十
二 

黒
埼
地
方
で
は
、
現
在
で
も
ナ
タ
ル
（
生
誕
祭
ク
リ
ス
マ
ス
）
の
前
の
晩

は
、
牛
小
屋
を
掃
除
し
て
、
新
し
い
藁
を
引
い
て
牛
に
御
馳
走
を
す
る
慣
習

（13）

が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

三
十
三 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
章
二
一
節
、
割
礼
と
言
う
習
慣
が
な
い
日
本
人
に

と
っ
て
、
こ
の
宗
教
儀
礼
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

三
十
四 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
章
一
節
〜
、
聖
書
の
記
述
に
は
占
星
術
の
学
者
た

ち
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
人
数
や
そ
の
出
自
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

三
十
五 

「
神
を
礼
拝
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
悪
人
道
も
神
は
消
し
去
っ
て
く
れ

る
。
そ
の
後
、
正
し
い
道
が
示
さ
れ
、
思
う
が
ま
ま
の
正
し
い
道
を
歩
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
を
迫
害
す
る
人
々
は
悪
人
道

を
歩
み
、神
を
礼
拝
す
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
は
正
し
い
道
が
示
さ
れ
、

救
い
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
希
望
を
示
し
た
も
の
と
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
」
宮
崎
一
九
九
六
年
、
八
五
頁
。

三
十
六 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
章
四
節
に
は
「
王
は
民
の
祭
司
長
た
ち
や
律
法
学

者
た
ち
を
皆
集
め
て
（
中
略
）
問
い
正
し
た
。」
と
あ
り
、
二
人
と
い
う
記

述
は
な
い
。
イ
エ
ス
を
十
字
架
刑
に
処
す
る
総
督
官
が
、
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ

ト
で
あ
る
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
七
章
一
節
〜
。

三
十
七 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
章
一
三
節
〜
、
ヘ
ロ
デ
が
子
供
を
皆
殺
し
に
す
る

計
画
を
伝
え
る
の
は
主
の
天
使
、
そ
れ
を
聴
く
の
は
ヨ
セ
フ
、
そ
し
て
聖
家

族
は
エ
ジ
プ
ト
に
避
難
す
る
の
で
あ
る
が
、『
天
地
』
で
は
養
父
ヨ
セ
フ
の

存
在
は
皆
無
で
あ
る
。

三
十
八 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
一
章
一
八
節
〜
二
二
節
。
聖
書
で
は
、
無
花
果
の

木
を
呪
う
話
。
長
崎
県
生
月
市
根
獅
子
町
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
「
お

ろ
く
に
ん
さ
ま
」
伝
承
の
中
に
麦
作
り
の
話
が
残
っ
て
い
る
。

三
十
九 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
三
章
一
三
節
〜
。

四
十 

洗
礼
を
受
け
た
も
の
は
皆
天
国
に
行
け
る
と
い
う
信
頼
は
、「
普
段
は
仏
を
拝

ま
さ
れ
、
神
々
を
祀
ら
さ
れ
、
踏
み
絵
を
踏
ま
さ
れ
て
神
を
裏
切
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
洗
礼
だ
け
は
受
け
て
い
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
」
に
と
っ
て

寛
大
な
赦
し
の
言
葉
と
し
て
語
り
継
が
れ
た
。
宮
崎
一
九
九
六
年
、
八
七
頁
。

四
十
一 

タ
ボ
ル
山
に
つ
い
て
は
旧
約
聖
書
士
師
記
四
章
六
節
に
記
述
が
あ
る
。
し
か

し
、こ
の
個
所
は
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
四
章
一
節
〜
「
悪
魔
か
ら
の
誘
惑
」

と
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
七
節
一
〜
九
節
参
照
。

四
十
二 

仏
教
語
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
御
法
身
体
は
「
出
家
」
と
解
釈
さ
れ
る
。

付
記字

数
の
関
係
上
、『
天
地
始
之
事
』
を
二
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

次
号
に
続
く
後
編
を
含
め
た
目
次
を
記
す
。

長
崎
に
伝
承
さ
れ
る
聖
書
物
語
『
天
地
始
ま
り
の
事
』
現
代
語
試
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美

目
次

　

は
じ
め
に
―
そ
の
現
代
的
意
義
―

　　
（
前
編
）

　

①　

天
地
の
始
ま
り

　

②　

悪
の
実
、
中
天
に
追
い
や
ら
れ
る

　

③　

神
、
人
類
救
済
の
た
め
に
分
身
を
世
に
送
る

　

④　

ル
ソ
ン
国
の
帝
王
の
死

　

⑤　

サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
受
難

　　
（
後
編
）

　

⑥　

朝
五
カ
条
の
祈
り

　

⑦　

ヘ
ロ
デ
、
国
内
を
吟
味
す
る

　

⑧　

主
、
捕
え
ら
れ
る

　

⑨　

主
、
連
行
さ
れ
る

　

⑩　

金
に
目
が
く
ら
ん
だ
盲
人
の
話

　

⑪　

救
世
主

　

⑫　

主
の
初
救
済

　

⑬　

主
、
役
割
を
与
え
る

　

⑭　

黙
示
録

　

⑮　

追
記

　　

お
わ
り
に

　
　
　

参
考
文
献

　
　
　

註
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も
国
を
追
わ
れ
て
流
浪
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
か
が
な
も
の
か
。」
両
家
老

は「
そ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
」と
答
え
た
。
王
は「
い
や
、た
か
が
、

生
後
十
四
、五
夜
の
子
ど
も
だ
」
と
い
う
と
、
家
老
は
「
そ
の
餓
鬼
、
恐
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
行
っ
て
つ
ま
み
殺
し
て
き
ま
し
ょ
う
。

王
は
ど
う
ぞ
心
安
ら
か
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
急
い
で
出

発
し
、
野
山
・
川
を
越
え
て
、
村
々
・
家
一
軒
も
残
さ
ず
探
し
回
っ
た
。

　

御
主
は
事
の
次
第
を
知
ら
せ
、
丸
や
と
と
も
に
、
逃
避
す
る
こ
と
と
な
っ

た三
十
七。

何
処
へ
と
も
な
く
行
く
と
、
麦
作
り
の
大
勢
の
人
に
出
会
っ
た三
十
八。「

皆

様
に
お
頼
み
申
し
ま
す
。
私
た
ち
の
後
か
ら
追
手
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
私
た
ち
は
、
こ
の
麦
を
蒔
く
こ
ろ
に
通
っ
た
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
頼
む
と
、
麦
作
り
の
人
々
は
「
今
か
ら
麦
を
蒔
く
の
に
、
こ
の
麦
を
蒔

く
こ
ろ
と
は
、
お
か
し
な
こ
と
を
言
う
」
と
笑
っ
た
。
後
日
、
こ
の
麦
は

出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
ま
た
麦
作
り
に
出
会
っ
た
の
で
、
以
前
と
同
じ
こ

と
を
頼
ん
だ
。
す
る
と
、「
了
解
し
た
、
そ
の
よ
う
に
言
お
う
」
と
こ
の
麦

作
り
は
受
諾
し
た
。
御
主
は
喜
び
、こ
の
麦
は
す
ぐ
に
実
る
だ
ろ
う
と
思
い
、

逃
げ
た
。

　

そ
こ
へ
、追
手
が
来
て
「
麦
作
り
の
奴
等
ど
も
、落
人
が
二
人
通
ら
な
か
っ

た
か
」
と
い
う
の
で
、
麦
作
り
は
「
は
い
、
こ
の
麦
を
蒔
い
た
頃
に
通
り

ま
し
た
」
と
い
っ
て
そ
の
麦
を
見
る
と
、
も
う
色
が
つ
い
て
実
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
追
手
の
者
は
、
力
を
落
と
し
て
そ
こ
か
ら
引
き
返
し
て
行
っ

た
。

　

二
人
の
落
人
は
、
危
う
い
と
こ
ろ
を
や
っ
と
逃
れ
て
、
パ
ウ
チ
ズ
モ
（
洗

礼
）の
大
川
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
三
ジ
ュ
ワ
ン（
聖
ヨ
ハ
ネ
）に
出
会
っ
た
。

「
あ
な
た
は
何
処
に
行
か
れ
る
の
で
す
か
」
と
問
う
と
、三
ジ
ュ
ワ
ン
は
「
私

は
御
主
に
御
水
を
授
け
る
た
め
に
、
七
カ
月
先
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。」
と

答
え
た
。
御
主
は
喜
び
、「
そ
れ
で
は
、
こ
の
川
の
中
で
私
に
洗
礼
を
授
け

て
下
さ
い
」
と
願
っ
た三
十
九。
こ
の
時
か
ら
御
主
は
、
ジ
ュ
ス
・
キ
リ
ヒ
ト
（
イ

エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
）
と
敬
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
き
れ
い
な
名
水

で
あ
っ
た
。

　

御
主
が
、
悪
人
の
来
生
の
救
済
の
た
め
に
こ
の
水
を
分
流
し
よ
う
、
と

思
い
召
さ
れ
る
と
、
川
は
四
万
余
筋
に
わ
か
れ
た
。
そ
の
川
の
裾
で
洗
礼

を
授
か
っ
た
も
の
は
、
皆
パ
ラ
イ
ソ
の
快
楽
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
、こ
れ
は
真
実
で
あ
る四
十。
そ
れ
か
ら
、主
が
タ
ボ
ロ
（
タ
ボ
ル
山
）

と
い
う
と
こ
ろ
に
到
着
し
た
の
は
、
四
〇
日
目
で
あ
っ
た四
十
一。

　

天
の
デ
ウ
ス
は
、
下
界
に
い
る
分
身
で
あ
る
主
を
召
し
寄
せ
た
く
思
っ

て
お
ら
れ
た
。
そ
こ
で
御
身
（
主
）
は
、
自
ら
天
に
上
ら
れ
デ
ウ
ス
と
面

談
さ
れ
た
。
デ
ウ
ス
は
位
を
得
さ
せ
、
冠
を
渡
さ
れ
、
御
身
は
そ
れ
を
い

た
だ
い
て
天
か
ら
下
り
、元
の
タ
ボ
ロ
山
に
下
り
、こ
こ
で
御
法
体
さ
れ
て
、

ゼ
ゼ
丸
や
（
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
）
の
森
の
中
の
御
堂
に
入
ら
れ
た四
十
二。
五
〇
日
目

で
あ
っ
た
。

　

御
主
が
、
こ
の
日
か
ら
学
問
を
始
め
る
と
、
サ
ガ
ラ
メ
ン
ト
（
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
・
秘
跡
）
が
天
か
ら
下
り
、
七
日
七
夜
、
ご
指
導
さ
れ
、（
主
が
）

上
達
さ
れ
た
後
、
天
に
帰
ら
れ
た
。
そ
し
て
主
は
十
二
歳
に
な
る
ま
で
学

問
を
続
け
ら
れ
た
。

　
（
前
編
終
わ
り
、
後
編
に
続
く
。）
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主
要
文
献

　

田
北
耕
也
（
校
注
）「
天
地
始
之
事
」、『
キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排
耶
書
』
一
九
七
〇
年
、

岩
波
書
店
、
三
八
一
〜
四
〇
九
頁
。

参
考
文
献

　

遠
藤
周
作
「
日
本
の
泥
沼
の
中
で
―
か
く
れ
切
支
丹
考
」『
切
支
丹
時
代
』

一
九
七
九
年
・
一
九
九
二
年
、
小
学
館
、
一
四
四
頁
。

　

片
岡
照
子　
「
天
地
始
之
事
―
キ
リ
シ
タ
ン
土
着
化
へ
の
一
つ
の
試
み
―
」
白
百

合
女
子
大
学
研
究
紀
要
一
九
七
五
年
、
一
一
号
、
一
三
〜
三
二
頁
。

　

河
合
隼
雄　
「
日
本
人
の
宗
教
性
と
モ
ノ
」、『
日
常
性
の
な
か
の
宗
教
』
一
九
九
一

年
、
南
窓
社
、
一
八
〜
二
九
頁
。

　

谷
川
健
一　
「
わ
た
し
の
『
天
地
始
之
事
』」、『
谷
川
健
一
著
作
集
一
〇
』

一
九
八
六
年
・
一
九
九
五
年
、
三
一
書
房
、
一
三
五
〜
二
四
〇
頁
。

　

寺
石
悦
章　
「『
天
地
始
之
事
』
に
お
け
る
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
」
四
日
市
大
学
総
合

政
策
学
部
論
集
六
、二
〇
〇
七
年
、
三
七
〜
四
七
頁
。

　

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
「
隠
れ
（Crypto

）
の
信
仰
・
生
き
方
に
学
ぶ
│
キ
リ
ス

ト
教
の
実
生
化
―
」遠
藤
周
作
研
究
第
四
号
、二
〇
一
一
年
、（
一
）―（
一
六
）頁
。

　

松
藤
英
恵　
「
キ
リ
シ
タ
ン
書
『
天
地
始
之
事
』
第
一
節
と
キ
リ
シ
タ
ン
絵
画
『
聖

ミ
カ
エ
ル
の
聖
絵
』
に
於
け
る
ル
シ
フ
ェ
ル
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
日
本
比
較
文
学

会
二
〇
〇
〇
年
、
四
三
号
、
七
〜
二
一
頁

　

宮
崎
賢
太
郎　
「『
天
地
始
之
事
』
に
み
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
救
済
観
」
宗
教
研

究
七
〇
号
、
一
九
九
六
年
、
七
三
〜
九
六
頁
。

注一 

田
北
一
九
七
〇
年
、
三
八
一
〜
四
〇
九
頁
。

二 

谷
川
は「
思
想
は
風
土
に
受
肉
さ
れ
て
は
じ
め
て
真
に
思
想
の
名
に
価
す
る
」

と
い
う
。
私
は
、
氏
の
主
張
に
同
意
す
る
。
谷
川
一
九
八
六
年
・
一
九
九
五

年
、
一
三
五
頁
。

三 

松
藤
は
、『
天
地
』
を
逸
脱
だ
と
い
う
発
想
は
現
代
の
視
点
か
ら
の
み
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
松
藤
二
〇
〇
〇
年
、
八
頁
。

四 

遠
藤
一
九
七
九
年
、
一
四
四
頁
。

五 

以
下
は
、著
者
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
の
研
究
。

 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
実
生
化
―
今
を
生
き
る
キ
リ
シ
タ
ン
に
学
ぶ
―
」『
宗
教
研

究
』日
本
宗
教
学
会
二
〇
〇
六
年
、第
七
九
巻
三
四
七
、一
二
三
〜
一
二
四
頁
。

 

「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
と
理
解
―
根
獅
子
キ
リ
シ
タ
ン
の
場

合
―
」『
教
会
と
宣
教
』
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
東
教
区
二
〇
〇
六
年
第

一
二
号
、
六
四
〜
八
一
頁
。

 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
実
生
化
―
茨
木
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
に
聴
く
―
」『
宗
教
研

究
』
慶
応
宗
教
研
究
会
二
〇
〇
九
年
第
二
二
集
六
〇
〜
六
八
頁
。

 

「
隠
れ
（Crypto

）
の
信
仰
・
生
き
方
に
学
ぶ
―
キ
リ
ス
ト
教
の
実
生
化
―
」

『
遠
藤
周
作
研
究
』遠
藤
周
作
学
会
、二
〇
一
一
年
第
四
号
、（
一
）-（
一
六
）頁
。

六 

キ
リ
ス
ト
教
の
天
上
位
階
を
無
視
し
、
仏
教
の
三
十
二
相
好
に
対
抗
し
た
記

述
が
展
開
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
相
数
を
意
識
し
て
デ
ウ
ス
の
優
越
を
記

述
し
て
い
る
。

七 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
音
の
響
き
を
大
胆
に
転
換
し
、
思
想
的
に
も
自
由
に
解
釈

し
て
い
る
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
宇
宙
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

八 

天
使
の
長
ル
シ
フ
ェ
ル
（
文
中
で
は
「
じ
ゆ
す
へ
る
」
＝
サ
タ
ン
・
悪
魔
）

の
存
在
は
聖
書
に
は
記
述
さ
れ
な
い
。『
天
地
』
で
は
、
エ
ヴ
ァ
を
誘
惑
す

る
の
は
蛇
で
は
な
く
ル
シ
フ
ェ
ル
で
あ
る
。
日
本
で
は
蛇
は
龍
に
近
し
い
神

聖
な
る
存
在
で
あ
る
た
め
、
悪
魔
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
ま

た
悪
魔
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
編
に
記
さ
れ
る
「
仏
」
に
も
重
な
る
。

 

天
使
の
長
ル
シ
フ
ェ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
は
イ
ザ
ヤ
書
及
び
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
の

サ
タ
ン
の
像
と
一
致
す
る
と
松
藤
は
指
摘
す
る
。
松
藤
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇

〜
一
二
頁
参
照
。

九 

仏
教
世
界
の
中
心
に
あ
る
須
弥
山
に
は
三
十
三
天
（
神
々
）
が
住
む
と
い
う
、

三
十
三
は
重
要
な
数
。

十 
創
世
記
四
章
一
〜
一
二
節
、
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
の
子
ど
も
は
カ
イ
ン
と
ア
ベ

ル
の
兄
弟
で
あ
る
。『
天
地
』
で
は
、ち
こ
ろ
う
（
次
郎
）
た
ん
ほ
う
（
太
郎
）

と
い
う
「
男
女
」
に
変
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
さ
れ
る
日
本
神
話
の

イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
兄
妹
神
話
へ
と
続
く
。
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も
国
を
追
わ
れ
て
流
浪
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
か
が
な
も
の
か
。」
両
家
老

は「
そ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
」と
答
え
た
。
王
は「
い
や
、た
か
が
、

生
後
十
四
、五
夜
の
子
ど
も
だ
」
と
い
う
と
、
家
老
は
「
そ
の
餓
鬼
、
恐
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
行
っ
て
つ
ま
み
殺
し
て
き
ま
し
ょ
う
。

王
は
ど
う
ぞ
心
安
ら
か
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
急
い
で
出

発
し
、
野
山
・
川
を
越
え
て
、
村
々
・
家
一
軒
も
残
さ
ず
探
し
回
っ
た
。

　

御
主
は
事
の
次
第
を
知
ら
せ
、
丸
や
と
と
も
に
、
逃
避
す
る
こ
と
と
な
っ

た三
十
七。

何
処
へ
と
も
な
く
行
く
と
、
麦
作
り
の
大
勢
の
人
に
出
会
っ
た三
十
八。「

皆

様
に
お
頼
み
申
し
ま
す
。
私
た
ち
の
後
か
ら
追
手
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
私
た
ち
は
、
こ
の
麦
を
蒔
く
こ
ろ
に
通
っ
た
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
頼
む
と
、
麦
作
り
の
人
々
は
「
今
か
ら
麦
を
蒔
く
の
に
、
こ
の
麦
を
蒔

く
こ
ろ
と
は
、
お
か
し
な
こ
と
を
言
う
」
と
笑
っ
た
。
後
日
、
こ
の
麦
は

出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
ま
た
麦
作
り
に
出
会
っ
た
の
で
、
以
前
と
同
じ
こ

と
を
頼
ん
だ
。
す
る
と
、「
了
解
し
た
、
そ
の
よ
う
に
言
お
う
」
と
こ
の
麦

作
り
は
受
諾
し
た
。
御
主
は
喜
び
、こ
の
麦
は
す
ぐ
に
実
る
だ
ろ
う
と
思
い
、

逃
げ
た
。

　

そ
こ
へ
、追
手
が
来
て
「
麦
作
り
の
奴
等
ど
も
、落
人
が
二
人
通
ら
な
か
っ

た
か
」
と
い
う
の
で
、
麦
作
り
は
「
は
い
、
こ
の
麦
を
蒔
い
た
頃
に
通
り

ま
し
た
」
と
い
っ
て
そ
の
麦
を
見
る
と
、
も
う
色
が
つ
い
て
実
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
追
手
の
者
は
、
力
を
落
と
し
て
そ
こ
か
ら
引
き
返
し
て
行
っ

た
。

　

二
人
の
落
人
は
、
危
う
い
と
こ
ろ
を
や
っ
と
逃
れ
て
、
パ
ウ
チ
ズ
モ
（
洗

礼
）の
大
川
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
三
ジ
ュ
ワ
ン（
聖
ヨ
ハ
ネ
）に
出
会
っ
た
。

「
あ
な
た
は
何
処
に
行
か
れ
る
の
で
す
か
」
と
問
う
と
、三
ジ
ュ
ワ
ン
は
「
私

は
御
主
に
御
水
を
授
け
る
た
め
に
、
七
カ
月
先
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。」
と

答
え
た
。
御
主
は
喜
び
、「
そ
れ
で
は
、
こ
の
川
の
中
で
私
に
洗
礼
を
授
け

て
下
さ
い
」
と
願
っ
た三
十
九。

こ
の
時
か
ら
御
主
は
、
ジ
ュ
ス
・
キ
リ
ヒ
ト
（
イ

エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
）
と
敬
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
き
れ
い
な
名
水

で
あ
っ
た
。

　

御
主
が
、
悪
人
の
来
生
の
救
済
の
た
め
に
こ
の
水
を
分
流
し
よ
う
、
と

思
い
召
さ
れ
る
と
、
川
は
四
万
余
筋
に
わ
か
れ
た
。
そ
の
川
の
裾
で
洗
礼

を
授
か
っ
た
も
の
は
、
皆
パ
ラ
イ
ソ
の
快
楽
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
、こ
れ
は
真
実
で
あ
る四
十。
そ
れ
か
ら
、主
が
タ
ボ
ロ
（
タ
ボ
ル
山
）

と
い
う
と
こ
ろ
に
到
着
し
た
の
は
、
四
〇
日
目
で
あ
っ
た四
十
一。

　

天
の
デ
ウ
ス
は
、
下
界
に
い
る
分
身
で
あ
る
主
を
召
し
寄
せ
た
く
思
っ

て
お
ら
れ
た
。
そ
こ
で
御
身
（
主
）
は
、
自
ら
天
に
上
ら
れ
デ
ウ
ス
と
面

談
さ
れ
た
。
デ
ウ
ス
は
位
を
得
さ
せ
、
冠
を
渡
さ
れ
、
御
身
は
そ
れ
を
い

た
だ
い
て
天
か
ら
下
り
、元
の
タ
ボ
ロ
山
に
下
り
、こ
こ
で
御
法
体
さ
れ
て
、

ゼ
ゼ
丸
や
（
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
）
の
森
の
中
の
御
堂
に
入
ら
れ
た四
十
二。
五
〇
日
目

で
あ
っ
た
。

　

御
主
が
、
こ
の
日
か
ら
学
問
を
始
め
る
と
、
サ
ガ
ラ
メ
ン
ト
（
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
・
秘
跡
）
が
天
か
ら
下
り
、
七
日
七
夜
、
ご
指
導
さ
れ
、（
主
が
）

上
達
さ
れ
た
後
、
天
に
帰
ら
れ
た
。
そ
し
て
主
は
十
二
歳
に
な
る
ま
で
学

問
を
続
け
ら
れ
た
。

　
（
前
編
終
わ
り
、
後
編
に
続
く
。）
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主
要
文
献

　

田
北
耕
也
（
校
注
）「
天
地
始
之
事
」、『
キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排
耶
書
』
一
九
七
〇
年
、

岩
波
書
店
、
三
八
一
〜
四
〇
九
頁
。

参
考
文
献

　

遠
藤
周
作
「
日
本
の
泥
沼
の
中
で
―
か
く
れ
切
支
丹
考
」『
切
支
丹
時
代
』

一
九
七
九
年
・
一
九
九
二
年
、
小
学
館
、
一
四
四
頁
。

　

片
岡
照
子　
「
天
地
始
之
事
―
キ
リ
シ
タ
ン
土
着
化
へ
の
一
つ
の
試
み
―
」
白
百

合
女
子
大
学
研
究
紀
要
一
九
七
五
年
、
一
一
号
、
一
三
〜
三
二
頁
。

　

河
合
隼
雄　
「
日
本
人
の
宗
教
性
と
モ
ノ
」、『
日
常
性
の
な
か
の
宗
教
』
一
九
九
一

年
、
南
窓
社
、
一
八
〜
二
九
頁
。

　

谷
川
健
一　
「
わ
た
し
の
『
天
地
始
之
事
』」、『
谷
川
健
一
著
作
集
一
〇
』

一
九
八
六
年
・
一
九
九
五
年
、
三
一
書
房
、
一
三
五
〜
二
四
〇
頁
。

　

寺
石
悦
章　
「『
天
地
始
之
事
』
に
お
け
る
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
」
四
日
市
大
学
総
合

政
策
学
部
論
集
六
、二
〇
〇
七
年
、
三
七
〜
四
七
頁
。

　

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
「
隠
れ
（Crypto

）
の
信
仰
・
生
き
方
に
学
ぶ
│
キ
リ
ス

ト
教
の
実
生
化
―
」遠
藤
周
作
研
究
第
四
号
、二
〇
一
一
年
、（
一
）―（
一
六
）頁
。

　

松
藤
英
恵　
「
キ
リ
シ
タ
ン
書
『
天
地
始
之
事
』
第
一
節
と
キ
リ
シ
タ
ン
絵
画
『
聖

ミ
カ
エ
ル
の
聖
絵
』
に
於
け
る
ル
シ
フ
ェ
ル
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
日
本
比
較
文
学

会
二
〇
〇
〇
年
、
四
三
号
、
七
〜
二
一
頁

　

宮
崎
賢
太
郎　
「『
天
地
始
之
事
』
に
み
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
救
済
観
」
宗
教
研

究
七
〇
号
、
一
九
九
六
年
、
七
三
〜
九
六
頁
。

注一 

田
北
一
九
七
〇
年
、
三
八
一
〜
四
〇
九
頁
。

二 

谷
川
は「
思
想
は
風
土
に
受
肉
さ
れ
て
は
じ
め
て
真
に
思
想
の
名
に
価
す
る
」

と
い
う
。
私
は
、
氏
の
主
張
に
同
意
す
る
。
谷
川
一
九
八
六
年
・
一
九
九
五

年
、
一
三
五
頁
。

三 

松
藤
は
、『
天
地
』
を
逸
脱
だ
と
い
う
発
想
は
現
代
の
視
点
か
ら
の
み
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
松
藤
二
〇
〇
〇
年
、
八
頁
。

四 

遠
藤
一
九
七
九
年
、
一
四
四
頁
。

五 

以
下
は
、著
者
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
の
研
究
。

 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
実
生
化
―
今
を
生
き
る
キ
リ
シ
タ
ン
に
学
ぶ
―
」『
宗
教
研

究
』日
本
宗
教
学
会
二
〇
〇
六
年
、第
七
九
巻
三
四
七
、一
二
三
〜
一
二
四
頁
。

 

「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
と
理
解
―
根
獅
子
キ
リ
シ
タ
ン
の
場

合
―
」『
教
会
と
宣
教
』
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
東
教
区
二
〇
〇
六
年
第

一
二
号
、
六
四
〜
八
一
頁
。

 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
実
生
化
―
茨
木
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
に
聴
く
―
」『
宗
教
研

究
』
慶
応
宗
教
研
究
会
二
〇
〇
九
年
第
二
二
集
六
〇
〜
六
八
頁
。

 

「
隠
れ
（Crypto

）
の
信
仰
・
生
き
方
に
学
ぶ
―
キ
リ
ス
ト
教
の
実
生
化
―
」

『
遠
藤
周
作
研
究
』遠
藤
周
作
学
会
、二
〇
一
一
年
第
四
号
、（
一
）-（
一
六
）頁
。

六 

キ
リ
ス
ト
教
の
天
上
位
階
を
無
視
し
、
仏
教
の
三
十
二
相
好
に
対
抗
し
た
記

述
が
展
開
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
相
数
を
意
識
し
て
デ
ウ
ス
の
優
越
を
記

述
し
て
い
る
。

七 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
音
の
響
き
を
大
胆
に
転
換
し
、
思
想
的
に
も
自
由
に
解
釈

し
て
い
る
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
宇
宙
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

八 

天
使
の
長
ル
シ
フ
ェ
ル
（
文
中
で
は
「
じ
ゆ
す
へ
る
」
＝
サ
タ
ン
・
悪
魔
）

の
存
在
は
聖
書
に
は
記
述
さ
れ
な
い
。『
天
地
』
で
は
、
エ
ヴ
ァ
を
誘
惑
す

る
の
は
蛇
で
は
な
く
ル
シ
フ
ェ
ル
で
あ
る
。
日
本
で
は
蛇
は
龍
に
近
し
い
神

聖
な
る
存
在
で
あ
る
た
め
、
悪
魔
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
ま

た
悪
魔
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
編
に
記
さ
れ
る
「
仏
」
に
も
重
な
る
。

 

天
使
の
長
ル
シ
フ
ェ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
は
イ
ザ
ヤ
書
及
び
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
の

サ
タ
ン
の
像
と
一
致
す
る
と
松
藤
は
指
摘
す
る
。
松
藤
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇

〜
一
二
頁
参
照
。

九 

仏
教
世
界
の
中
心
に
あ
る
須
弥
山
に
は
三
十
三
天
（
神
々
）
が
住
む
と
い
う
、

三
十
三
は
重
要
な
数
。

十 

創
世
記
四
章
一
〜
一
二
節
、
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
の
子
ど
も
は
カ
イ
ン
と
ア
ベ

ル
の
兄
弟
で
あ
る
。『
天
地
』
で
は
、ち
こ
ろ
う
（
次
郎
）
た
ん
ほ
う
（
太
郎
）

と
い
う
「
男
女
」
に
変
容
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
さ
れ
る
日
本
神
話
の

イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
兄
妹
神
話
へ
と
続
く
。
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ン
国
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の
死

　　

雪
が
や
む
と
、
帝
王
は
夢
か
ら
覚
め
た
よ
う
な
心
持
で
、「
丸
や
は
ど
こ

に
行
っ
た
の
だ
、
丸
や
、
丸
や
」

と
言
わ
れ
る
が
、
丸
や
は
天
に
昇
ら
れ
た
後
で
あ
る
の
で
、
訪
ね
る
こ
と

も
出
来
な
い
。
想
い
焦
が
れ
た
帝
王
は
、
お
い
た
わ
し
く
も
遂
に
亡
く
な

ら
れ
た
。

　

天
に
昇
ら
れ
た
丸
や
は
、
デ
ウ
ス
の
御
前
に
畏
ま
っ
た
。
デ
ウ
ス
は
「
処

女
丸
や
よ
、
ど
う
し
て
（
天
に
）
来
た
の
か
」
と
お
尋
ね
に
な
ら
れ
た
。

丸
や
が
こ
と
の
次
第
を
話
す
と
、
デ
ウ
ス
は
と
て
も
喜
ば
れ
、「
良
く
来
た
、

さ
あ
位
を
授
け
よ
う
」
と
、
仰
せ
に
な
り
、
雪
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
と
名

付
け
ら
れ
、
天
か
ら
下
ら
せ
て
も
と
の
家
に
戻
し
た二
十
六。

　

あ
る
時
、（
丸
や
が
）
書
物
を
御
覧
に
な
っ
て
い
る
と
、不
思
議
な
こ
と
に
、

「
主
が
使
わ
さ
れ
よ
う
」
と
い
う
文
字
が
あ
ら
わ
れ
た
。
さ
て
さ
て
、
ど
こ

に
御
出
現
さ
れ
る
の
か
と
待
っ
て
い
る
と
、
ま
も
な
く
ガ
ブ
リ
エ
ル
天
使

が
天
か
ら
下
ら
れ
た二
十
七。

処
女
丸
や
の
前
に
跪
き
、「（
私
は
）
こ
の
度
、
御

主
に
よ
っ
て
天
か
ら
使
わ
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
の
、
清
い
御
体
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
丸
や
は
答
え
て
「
ど
こ
に
（
主
が
使
わ
さ
れ

る
の
か
）、
と
案
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
体
に
お
い
で
下
さ
い
ま
す
の
か
」
と

喜
び
、「
ど
う
ぞ
御
心
に
適
う
ま
ま
に
」
と
受
け
入
れ
た
。
天
使
は
「
二
月

中
旬
に
、
天
か
ら
下
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」
と
言
っ
て
帰

ら
れ
た
。

　

二
月
中
旬
に
な
り
、（
丸
や
は
主
が
使
わ
さ
れ
る
の
は
）
ま
だ
か
ま
だ
か

と
、
身
を
謹
ん
で
待
ち
わ
び
た
。
そ
の
夕
暮
れ
に
、
聖
霊
が
蝶
の
装
い
で

天
か
ら
下
り
、
処
女
丸
や
の
お
顔
に
移
り
、「
花
冠
の
聖
丸
や
」、
と
そ
の

口
に
飛
び
込
ん
だ二
十
八。
こ
う
し
て
丸
や
は
懐
胎
さ
れ
、
四
カ
月
ほ
ど
過
ぎ
る

と
次
第
に
身
重
に
な
ら
れ
た
。

　

臨
月
が
近
づ
い
た
叔
母
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
は
、
さ
ぞ
か
し
苦
し
い
だ
ろ
う

と
、
丸
や
は
見
舞
い
に
訪
ね
た二
十
九。
エ
リ
ザ
ベ
ト
も
ま
た
、
丸
や
の
懐
胎
の

こ
と
を
心
配
し
て
、
見
舞
い
に
訪
ね
た
。
二
人
は
、
あ
べ
川
で
出
会
っ
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ト
は
「
ハ
ッ
」
と
手
を
と
り
、
祈
り
を
唱
え
た
。「
め
で
た
し
聖

寵
満
ち
み
て
る
丸
や
、
主
、
御
身
と
共
に
い
ま
す
。
御
身
は
女
の
内
に
て

祝
せ
ら
れ
、御
胎
内
の
御
身
も
祝
せ
ら
れ
給
う
。」
そ
れ
を
き
い
て
、丸
や
は
、

「
天
に
ま
し
ま
す
我
ら
の
御
親
、
御
名
を
尊
ば
れ
た
ま
え
、
御
国
を
来
ら
せ

た
ま
え
。
御
心
が
天
に
な
る
ご
と
く
地
に
も
な
さ
せ
た
ま
え
、
我
ら
の
日
々

の
糧
を三
十」
と
応
じ
た
。
す
る
と
、
丸
や
の
体
内
の
御
子
に
二
人
の
言
葉
が

聞
こ
え
、
ご
誕
生
後
に
コ
ン
リ
キ
の
ガ
ラ
ッ
サ
（
御
功
力
の
祈
り
）
と
し

て
完
成
さ
れ
て
唱
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
あ
べ
川
で
つ
く
ら
れ
た
祈
り
で
あ

る
の
で
、
ア
ベ
・
マ
リ
ア
一
結
び
の
祈
り
と
い
う
。
二
人
は
、
こ
の
川
で
、

い
ろ
い
ろ
話
を
さ
れ
て
別
れ
た
。

　　
　
　
　
　

サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
受
難

　

こ
う
し
て
丸
や
は
急
い
で
我
家
に
帰
っ
た
。
し
か
し
丸
や
の
両
親
は
、

娘
の
懐
胎
を
知
る
と
大
変
怒
っ
て
、「
お
ま
え
は
帝
王
を
嫌
っ
て
、
一
体
だ

れ
の
子
を
身
ご
も
っ
た
の
か
。
そ
の
低
落
に
は
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
こ

と
が
帝
王
の
耳
に
入
っ
た
ら
、
こ
の
親
ま
で
も
滅
亡
だ
。
こ
の
家
に
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
な
い
、
早
く
立
ち
去
れ
」
と
身
を
震
わ
せ
て
叱
っ

（9）

た
。

　

仕
方
な
く
、
サ
ン
タ
丸
や
は
我
が
家
を
後
に
し
て
、
途
方
も
な
く
た
た

ず
み
、
何
処
に
行
く
と
も
な
く
野
に
、
山
に
、
他
の
家
の
軒
下
に
た
た
ず

ん
で
難
儀
を
偲
ん
だ
。
二
月
の
中
旬
に
、
丸
や
は
べ
レ
ン
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）

の
国
に
、
迷
い
こ
ん
だ
。
そ
の
頃
大
雪
が
降
り
出
し
、
し
ば
ら
く
身
を
休

ま
せ
よ
う
と
牛
馬
の
小
屋
の
隙
間
に
身
を
縮
め
て
寒
さ
を
凌
い
だ
。
昼
八

時
頃
か
ら
断
食
さ
れ
、
夜
半
こ
ろ
に
御
身
様
が
ご
誕
生
さ
れ
た三
十
一。

　

時
は
寒
中
で
あ
り
、
左
右
に
い
る
牛
や
馬
が
息
を
吹
き
か
け
て
御
身
様

（
主
）
が
凍
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
体
を
温
め
た
。
ま
た
、
牛
馬
の
情

け
を
受
け
て
、そ
の
食
み
桶
で
産
湯
を
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、水
曜
日
は
、畜
類
・

鳥
類
を
食
べ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る三
十
二。

　

三
日
後
、
御
身
は
お
湯
に
つ
か
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
。
そ
の
後
に
、「
あ

な
た
の
息
子
も
、
こ
の
湯
に
入
り
な
さ
い
」
と
い
う
と
、「
そ
の
御
心
は
嬉

し
い
が
、
家
の
息
子
は
瘡
の
た
め
に
、
痛
み
が
ひ
ど
く
、
命
も
危
う
い
ほ

ど
な
の
で
、入
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、「
是
非
に
」
と
い
う
の
で
、

そ
の
湯
を
か
け
る
と
、
た
ち
ま
ち
（
息
子
の
）
瘡
は
癒
さ
れ
、
命
を
取
り

留
め
た
。

　

八
日
目
に
な
る
と
、
主
は
こ
の
世
の
恋
や
無
情
を
思
っ
て
未
練
の
心
も

出
る
の
で
、
割
礼
を
う
け
、
御
血
を
流
さ
れ
た
。
こ
れ
を
見
た
母
丸
や
は
、

驚
き
す
が
り
つ
い
て
泣
か
れ
た三
十
三。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
ト
ル
コ
の
帝
王
メ
ン
テ
ウ
、
メ
キ
シ
コ
の
帝
王
ガ
ス

パ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
王
バ
ウ
ト
ザ
ル
、
三
人
は
、
お
告
げ
を
聞
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
出
国
し
た三
十
四。
し
か
し
不
思
議
に
も
そ
の
道
す
が
ら
三
本
辻
で
出

会
っ
た
。
そ
こ
で
三
人
は
共
に
標
さ
れ
た
道
し
る
べ
の
星
を
目
指
し
、
べ

レ
ン
の
国
に
着
い
た
。

　

そ
の
国
は
、
帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
、

三
人
は
立
ち
寄
っ
て
尋
ね
た
。「
こ
の
国
に
御
主
が
誕
生
す
る
と
い
う
天
か

ら
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
に
参
上
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
教

え
く
だ
さ
い
。」
す
る
と
、
帝
王
は
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
聞
い
て
な
い
」

と
答
え
た
。
三
人
は
「
帝
王
も
、
ご
一
緒
に
拝
み
に
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
誘
っ
た
が
、「
い
や
、
結
構
で
あ
る
。
ま
ず
は
三
人
で
ご
出
発

あ
れ
。」
と
い
う
。「
そ
れ
で
は
、そ
う
し
ま
し
ょ
う
」
と
三
人
は
出
か
け
た
。

し
か
し
、
お
か
し
な
こ
と
に
道
標
の
星
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
「
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
残
念
だ
」
と
、
三
人
は
一
緒
に

天
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
て
「
ど
う
か
光
を
照
ら
し
て
下
さ
い
。」
と
願

う
と
、
目
当
て
の
星
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
た
。
急
い
で
道
を
急
ぐ
と
、

間
も
な
く
到
着
し
、
そ
こ
で
礼
拝
し
た
。
時
は
十
三
日
目
だ
っ
た
。

　
「
あ
な
た
方
は
、ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。」と
御
主
は
尋
ね
た
。
三
人
は「
御

主
の
証
の
星
に
導
か
れ
て
、
こ
こ
に
参
り
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
御
主
は

「
三
人
が
来
た
道
は
悪
人
道
な
の
で
、
今
は
も
う
消
え
て
な
く
な
っ
て
い
る三
十
五。

こ
れ
か
ら
、
三
つ
の
道
を
つ
く
る
か
ら
、
そ
れ
を
た
ど
っ
て
帰
り
な
さ
い
」

と
仰
せ
に
な
っ
た
。「
ハ
ッ
」
と
、
ひ
れ
伏
し
て
待
つ
と
間
も
な
く
天
の
つ

り
橋
が
三
筋
か
か
り
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
通
っ
て
自
分
の
国
へ
と

帰
っ
て
行
っ
た
。

　

さ
て
、
べ
レ
ン
の
国
の
帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
は
、
ポ
ン
シ
ャ
、
ピ
ラ
ト
と

い
う
二
人
の
家
老
を
呼
ん
で
質
問
し
た三
十
六。「
我
が
国
に
、
天
か
ら
主
が
生
ま

れ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
こ
の
国
が
攻
め

取
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
私
を
は
じ
め
、
そ
な
た
た
ち
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雪
が
や
む
と
、
帝
王
は
夢
か
ら
覚
め
た
よ
う
な
心
持
で
、「
丸
や
は
ど
こ

に
行
っ
た
の
だ
、
丸
や
、
丸
や
」

と
言
わ
れ
る
が
、
丸
や
は
天
に
昇
ら
れ
た
後
で
あ
る
の
で
、
訪
ね
る
こ
と

も
出
来
な
い
。
想
い
焦
が
れ
た
帝
王
は
、
お
い
た
わ
し
く
も
遂
に
亡
く
な

ら
れ
た
。

　

天
に
昇
ら
れ
た
丸
や
は
、
デ
ウ
ス
の
御
前
に
畏
ま
っ
た
。
デ
ウ
ス
は
「
処

女
丸
や
よ
、
ど
う
し
て
（
天
に
）
来
た
の
か
」
と
お
尋
ね
に
な
ら
れ
た
。

丸
や
が
こ
と
の
次
第
を
話
す
と
、
デ
ウ
ス
は
と
て
も
喜
ば
れ
、「
良
く
来
た
、

さ
あ
位
を
授
け
よ
う
」
と
、
仰
せ
に
な
り
、
雪
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
と
名

付
け
ら
れ
、
天
か
ら
下
ら
せ
て
も
と
の
家
に
戻
し
た二
十
六。

　

あ
る
時
、（
丸
や
が
）
書
物
を
御
覧
に
な
っ
て
い
る
と
、不
思
議
な
こ
と
に
、

「
主
が
使
わ
さ
れ
よ
う
」
と
い
う
文
字
が
あ
ら
わ
れ
た
。
さ
て
さ
て
、
ど
こ

に
御
出
現
さ
れ
る
の
か
と
待
っ
て
い
る
と
、
ま
も
な
く
ガ
ブ
リ
エ
ル
天
使

が
天
か
ら
下
ら
れ
た二
十
七。
処
女
丸
や
の
前
に
跪
き
、「（
私
は
）
こ
の
度
、
御

主
に
よ
っ
て
天
か
ら
使
わ
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
の
、
清
い
御
体
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
丸
や
は
答
え
て
「
ど
こ
に
（
主
が
使
わ
さ
れ

る
の
か
）、
と
案
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
体
に
お
い
で
下
さ
い
ま
す
の
か
」
と

喜
び
、「
ど
う
ぞ
御
心
に
適
う
ま
ま
に
」
と
受
け
入
れ
た
。
天
使
は
「
二
月

中
旬
に
、
天
か
ら
下
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」
と
言
っ
て
帰

ら
れ
た
。

　

二
月
中
旬
に
な
り
、（
丸
や
は
主
が
使
わ
さ
れ
る
の
は
）
ま
だ
か
ま
だ
か

と
、
身
を
謹
ん
で
待
ち
わ
び
た
。
そ
の
夕
暮
れ
に
、
聖
霊
が
蝶
の
装
い
で

天
か
ら
下
り
、
処
女
丸
や
の
お
顔
に
移
り
、「
花
冠
の
聖
丸
や
」、
と
そ
の

口
に
飛
び
込
ん
だ二
十
八。

こ
う
し
て
丸
や
は
懐
胎
さ
れ
、
四
カ
月
ほ
ど
過
ぎ
る

と
次
第
に
身
重
に
な
ら
れ
た
。

　

臨
月
が
近
づ
い
た
叔
母
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
は
、
さ
ぞ
か
し
苦
し
い
だ
ろ
う

と
、
丸
や
は
見
舞
い
に
訪
ね
た二
十
九。
エ
リ
ザ
ベ
ト
も
ま
た
、
丸
や
の
懐
胎
の

こ
と
を
心
配
し
て
、
見
舞
い
に
訪
ね
た
。
二
人
は
、
あ
べ
川
で
出
会
っ
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ト
は
「
ハ
ッ
」
と
手
を
と
り
、
祈
り
を
唱
え
た
。「
め
で
た
し
聖

寵
満
ち
み
て
る
丸
や
、
主
、
御
身
と
共
に
い
ま
す
。
御
身
は
女
の
内
に
て

祝
せ
ら
れ
、御
胎
内
の
御
身
も
祝
せ
ら
れ
給
う
。」
そ
れ
を
き
い
て
、丸
や
は
、

「
天
に
ま
し
ま
す
我
ら
の
御
親
、
御
名
を
尊
ば
れ
た
ま
え
、
御
国
を
来
ら
せ

た
ま
え
。
御
心
が
天
に
な
る
ご
と
く
地
に
も
な
さ
せ
た
ま
え
、
我
ら
の
日
々

の
糧
を三
十」

と
応
じ
た
。
す
る
と
、
丸
や
の
体
内
の
御
子
に
二
人
の
言
葉
が

聞
こ
え
、
ご
誕
生
後
に
コ
ン
リ
キ
の
ガ
ラ
ッ
サ
（
御
功
力
の
祈
り
）
と
し

て
完
成
さ
れ
て
唱
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
あ
べ
川
で
つ
く
ら
れ
た
祈
り
で
あ

る
の
で
、
ア
ベ
・
マ
リ
ア
一
結
び
の
祈
り
と
い
う
。
二
人
は
、
こ
の
川
で
、

い
ろ
い
ろ
話
を
さ
れ
て
別
れ
た
。

　　
　
　
　
　

サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
受
難

　

こ
う
し
て
丸
や
は
急
い
で
我
家
に
帰
っ
た
。
し
か
し
丸
や
の
両
親
は
、

娘
の
懐
胎
を
知
る
と
大
変
怒
っ
て
、「
お
ま
え
は
帝
王
を
嫌
っ
て
、
一
体
だ

れ
の
子
を
身
ご
も
っ
た
の
か
。
そ
の
低
落
に
は
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
こ

と
が
帝
王
の
耳
に
入
っ
た
ら
、
こ
の
親
ま
で
も
滅
亡
だ
。
こ
の
家
に
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
な
い
、
早
く
立
ち
去
れ
」
と
身
を
震
わ
せ
て
叱
っ

（9）

た
。

　

仕
方
な
く
、
サ
ン
タ
丸
や
は
我
が
家
を
後
に
し
て
、
途
方
も
な
く
た
た

ず
み
、
何
処
に
行
く
と
も
な
く
野
に
、
山
に
、
他
の
家
の
軒
下
に
た
た
ず

ん
で
難
儀
を
偲
ん
だ
。
二
月
の
中
旬
に
、
丸
や
は
べ
レ
ン
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）

の
国
に
、
迷
い
こ
ん
だ
。
そ
の
頃
大
雪
が
降
り
出
し
、
し
ば
ら
く
身
を
休

ま
せ
よ
う
と
牛
馬
の
小
屋
の
隙
間
に
身
を
縮
め
て
寒
さ
を
凌
い
だ
。
昼
八

時
頃
か
ら
断
食
さ
れ
、
夜
半
こ
ろ
に
御
身
様
が
ご
誕
生
さ
れ
た三
十
一。

　

時
は
寒
中
で
あ
り
、
左
右
に
い
る
牛
や
馬
が
息
を
吹
き
か
け
て
御
身
様

（
主
）
が
凍
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
体
を
温
め
た
。
ま
た
、
牛
馬
の
情

け
を
受
け
て
、そ
の
食
み
桶
で
産
湯
を
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、水
曜
日
は
、畜
類
・

鳥
類
を
食
べ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る三
十
二。

　

三
日
後
、
御
身
は
お
湯
に
つ
か
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
。
そ
の
後
に
、「
あ

な
た
の
息
子
も
、
こ
の
湯
に
入
り
な
さ
い
」
と
い
う
と
、「
そ
の
御
心
は
嬉

し
い
が
、
家
の
息
子
は
瘡
の
た
め
に
、
痛
み
が
ひ
ど
く
、
命
も
危
う
い
ほ

ど
な
の
で
、入
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、「
是
非
に
」
と
い
う
の
で
、

そ
の
湯
を
か
け
る
と
、
た
ち
ま
ち
（
息
子
の
）
瘡
は
癒
さ
れ
、
命
を
取
り

留
め
た
。

　

八
日
目
に
な
る
と
、
主
は
こ
の
世
の
恋
や
無
情
を
思
っ
て
未
練
の
心
も

出
る
の
で
、
割
礼
を
う
け
、
御
血
を
流
さ
れ
た
。
こ
れ
を
見
た
母
丸
や
は
、

驚
き
す
が
り
つ
い
て
泣
か
れ
た三
十
三。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
ト
ル
コ
の
帝
王
メ
ン
テ
ウ
、
メ
キ
シ
コ
の
帝
王
ガ
ス

パ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
王
バ
ウ
ト
ザ
ル
、
三
人
は
、
お
告
げ
を
聞
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
出
国
し
た三
十
四。

し
か
し
不
思
議
に
も
そ
の
道
す
が
ら
三
本
辻
で
出

会
っ
た
。
そ
こ
で
三
人
は
共
に
標
さ
れ
た
道
し
る
べ
の
星
を
目
指
し
、
べ

レ
ン
の
国
に
着
い
た
。

　

そ
の
国
は
、
帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
、

三
人
は
立
ち
寄
っ
て
尋
ね
た
。「
こ
の
国
に
御
主
が
誕
生
す
る
と
い
う
天
か

ら
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
に
参
上
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
教

え
く
だ
さ
い
。」
す
る
と
、
帝
王
は
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
聞
い
て
な
い
」

と
答
え
た
。
三
人
は
「
帝
王
も
、
ご
一
緒
に
拝
み
に
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
誘
っ
た
が
、「
い
や
、
結
構
で
あ
る
。
ま
ず
は
三
人
で
ご
出
発

あ
れ
。」
と
い
う
。「
そ
れ
で
は
、そ
う
し
ま
し
ょ
う
」
と
三
人
は
出
か
け
た
。

し
か
し
、
お
か
し
な
こ
と
に
道
標
の
星
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
「
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
残
念
だ
」
と
、
三
人
は
一
緒
に

天
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
て
「
ど
う
か
光
を
照
ら
し
て
下
さ
い
。」
と
願

う
と
、
目
当
て
の
星
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
た
。
急
い
で
道
を
急
ぐ
と
、

間
も
な
く
到
着
し
、
そ
こ
で
礼
拝
し
た
。
時
は
十
三
日
目
だ
っ
た
。

　
「
あ
な
た
方
は
、ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。」と
御
主
は
尋
ね
た
。
三
人
は「
御

主
の
証
の
星
に
導
か
れ
て
、
こ
こ
に
参
り
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
御
主
は

「
三
人
が
来
た
道
は
悪
人
道
な
の
で
、
今
は
も
う
消
え
て
な
く
な
っ
て
い
る三
十
五。

こ
れ
か
ら
、
三
つ
の
道
を
つ
く
る
か
ら
、
そ
れ
を
た
ど
っ
て
帰
り
な
さ
い
」

と
仰
せ
に
な
っ
た
。「
ハ
ッ
」
と
、
ひ
れ
伏
し
て
待
つ
と
間
も
な
く
天
の
つ

り
橋
が
三
筋
か
か
り
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
通
っ
て
自
分
の
国
へ
と

帰
っ
て
行
っ
た
。

　

さ
て
、
べ
レ
ン
の
国
の
帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
は
、
ポ
ン
シ
ャ
、
ピ
ラ
ト
と

い
う
二
人
の
家
老
を
呼
ん
で
質
問
し
た三
十
六。「
我
が
国
に
、
天
か
ら
主
が
生
ま

れ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
こ
の
国
が
攻
め

取
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
私
を
は
じ
め
、
そ
な
た
た
ち
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に
実
っ
た
も
の
は
す
べ
て
自
分
の
も
の
の
よ
う
に
盗
み
取
り
続
け
た
。
デ

ウ
ス
は
、
天
か
ら
下
ら
れ
て
、
彼
ら
天
の
邪
鬼
を
海
の
底
へ
封
じ
ら
れ
た
、

こ
の
三
人
の
悪
党
は
ル
シ
フ
ェ
ル
の
仕
業
で
あ
っ
た
。

　

人
間
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
人
々
は
盗
み
や
、
慾
か
ら
離
れ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
悪
に
傾
い
て
い
っ
た
。
悪
事
が
募
る
に
つ
れ
、
デ
ウ
ス
は
そ
れ

を
憐
れ
ん
で
、
パ
ッ
パ
・
マ
ル
ジ
帝
王
に
お
告
げ
を
授
け
た十
七。
そ
れ
は
、

「
こ
の
寺
の
獅
子
（
狛
犬
）
の
眼
が
赤
色
に
な
っ
た
時
、
津
波
が
来
て
、
世

は
滅
亡
す
る
」
と
い
う
お
告
げ
だ
っ
た
。
帝
王
は
毎
日
寺
に
詣
で
た
。
手

習
い
の
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
「
ど
う
し
て
獅
子
を
拝
む
の
か
」
と
聞
く
と
、

脇
の
子
ど
も
が
「
獅
子
の
眼
が
赤
色
に
な
る
時
に
、
こ
の
世
界
は
波
に
の

ま
れ
て
滅
亡
す
る
ん
だ
」
と
答
え
た
。
子
ど
も
は
そ
れ
を
聞
い
て
笑
い
、「
そ

ん
な
お
か
し
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。
塗
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤
く
な
る
け
れ

ど
、滅
亡
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
て
、獅
子
の
眼
を
赤
く
塗
っ
た
。

　

マ
ル
ジ
帝
王
が
い
つ
も
の
よ
う
に
参
拝
す
る
と
、
獅
子
の
眼
が
赤
か
っ

た
。
そ
れ
を
見
て
、「
は
っ
」
と
驚
き
、
か
つ
て
用
意
し
て
い
た
刳
舟
に
六

人
の
子
ど
も
を
乗
せ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、足
の
悪
い
兄
は
そ
こ
に
残
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
間
も
な
く
、
大
波
が
天
地
を
驚
か
せ
な
が
ら
か
一
寸
の
猶

予
も
な
く
押
し
寄
せ
、
辺
り
は
一
面
の
大
海
と
な
っ
た十
八。

先
の
獅
子
が
海

の
上
を
走
り
、
乗
り
遅
れ
た
一
人
の
兄
を
背
中
に
乗
せ
て
助
け
た
。

　

水
は
三
時
に
引
き
、
刳
舟
に
乗
っ
た
人
々
は
島
に
漂
流
し
て
休
ん
だ
。

そ
こ
へ
獅
子
が
、
兄
を
背
に
乗
せ
て
や
っ
て
き
た
。
波
に
溺
れ
て
死
ん
だ

数
万
の
人
々
は
、
地
獄
に
落
ち
た
。

　
　
　
　
　

神
、
人
類
救
済
の
た
め
に
分
身
を
世
に
送
る　
　
　

　

刳
舟
に
乗
っ
て
、
九
死
に
一
生
を
得
た
帝
王
と
そ
の
子
ら
七
人
は
、
そ

の
島
を
住
処
と
定
め
た
が
、夫
婦
の
極
め
が
な
い
た
め
に
、女
は
眉
を
そ
り
、

歯
に
鉄
か
ね
を
付
け
る
こ
と
を
こ
の
時
か
ら
始
め
た
。
増
え
続
け
る
人
間

は
、
生
ま
れ
て
は
死
に
地
獄
に
落
ち
た
。

　

デ
ウ
ス
は
こ
の
次
第
を
憐
れ
み
、「
天
使
よ
、
人
間
を
い
か
に
し
て
助
け

よ
う
ぞ
。」
と
問
う
と
、
天
使
は
答
え
て
「
デ
ウ
ス
の
分
身
を
世
に
送
ら
れ

れ
ば
、
助
け
る
道
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。」
と
言
う
。
そ
こ
で
、
デ
ウ
ス
は
御

子
を
分
身
と
し
た
。

　

ガ
ム
リ
ヤ
（
ガ
ブ
リ
エ
ル
）
と
い
う
天
使
が
御
使
い
と
し
て
下
界
に
下
っ

た
。
そ
の
後
、
ジ
ュ
ア
ン
（
ヨ
ハ
ネ
）
が
洗
礼
の
役
と
し
て
下
ら
れ
、
八

月
中
旬
に
イ
ザ
ベ
ル
ナ
（
エ
リ
ザ
ベ
ト
）
の
体
に
宿
ら
れ
た
。
彼
女
は
そ

の
と
き
五
三
歳
で
あ
り
、
洗
礼
者
は
五
月
中
旬
に
ご
誕
生
さ
れ
る
予
定
で

あ
る十
九。

オ
ラ
シ
ョ
（
祈
り
）
を
五
三
回
唱
え
て
一
繰
と
す
る
の
は
、
彼
女

の
年
齢
の
故
で
あ
る
。

　

ル
ソ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
国
の
帝
王
で
サ
ン
ゼ
ン
・
ゼ
ジ
ュ
ズ
と
い

う
王
様
が
い
た二
十。

ま
た
、
そ
の
国
に
、
身
分
の
低
い
娘
で
丸
や
（
マ
リ
ア
）

と
い
う
、
七
歳
か
ら
学
問
を
志
し
、
十
二
歳
で
上
達
し
た
娘
が
い
た二
十
一。
丸

や
は
、
毎
日
、
世
界
の
状
況
を
案
じ
、
人
間
界
に
生
ま
れ
た
後
の
来
生
の

救
済
は
ど
う
な
る
の
か
と
思
い
続
け
て
い
る
と
、「
汝
が
一
生
、
独
身
で
、

処
女
の
行
を
積
め
ば
、
健
や
か
に
救
済
し
よ
う二
十
二」

と
い
う
、
不
思
議
な
天

か
ら
の
お
告
げ
を
受
け
た
。
ハ
ッ
と
喜
ん
だ
丸
や
は
、地
に
伏
し
て
礼
拝
し
、

十
二
編
の
祈
り
を
唱
え
た二
十
三。

（7）

　

ル
ソ
ン
の
国
の
帝
王
は
妃
の
候
補
を
探
し
て
い
た
が
、
思
い
に
適
う
女

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
国
内
の
丸
や
の
こ
と
を
聴
く
な
り
、

す
ぐ
に
家
老
達
を
使
わ
し
た
。
丸
や
の
両
親
は
か
し
こ
ま
っ
て
、「
御
心
に

お
任
せ
い
た
し
ま
す
」
と
承
諾
し
た
。
し
か
し
、丸
や
は
一
行
に
承
諾
せ
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
埒
が
明
か
な
い
と
、
家
老
は
無
理
に
丸
や
を
王
の
前
に
さ

し
出
し
た
。

　

帝
王
は
、
丸
や
を
見
る
と
と
て
も
喜
ん
で
、「
聴
い
て
い
た
以
上
の
器
量

者
だ
、
こ
れ
か
ら
は
私
に
仕
え
て
く
れ
。」
と
仰
せ
に
な
っ
た
。

　

丸
や
は
そ
れ
を
聞
く
と
「
仰
せ
に
な
る
こ
と
は
、ご
も
っ
と
も
。
し
か
し
、

私
は
大
願
の
望
み
が
あ
る
の
で
、
こ
の
身
を
汚
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」

と
い
う
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
王
は
、「
ど
ん
な
望
み
も
適
え
て
や
る
か
ら
我
が
妻
と
な

れ
」
と
い
っ
た
。

　

丸
や
は
「
王
に
は
、
霊
的
な
位
が
な
く
、
こ
の
世
の
栄
華
の
み
携
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
来
生
の
救
済
こ
そ
が
大
切
で
す
。」
と
答

え
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
帝
王
は
「
そ
な
た
は
、
凡
人
で
あ
ろ
う
、
い
か
な
る
位

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
。
我
は
王
で
あ
る
ぞ
。
来
い
、
見
せ
る
も
の

が
あ
る
」
と
言
っ
て
、
宝
蔵
か
ら
金
・
銀
・
米
俵
、
ま
た
、
金
の
屏
風
・

貝
の
錦
、
十
間
の
緋
色
の
練
絹
、
珊
瑚
の
珠
、
瑠
璃
の
香
箱
、
瑪
瑙
・
琥

珀
の
細
工
物
、
伽
羅
や
麝
香
・
沈
香
の
香
り
の
玉
の
鼓
を
見
せ
、「
金
銀
を

ち
り
ば
め
た
屋
敷
に
暮
ら
し
、
こ
れ
ら
の
品
々
、
す
べ
て
気
に
入
っ
た
も

の
を
、
そ
な
た
に
や
ろ
う
。」
と
言
っ
た
。

　

し
か
し
、
丸
や
は
宝
に
は
目
を
む
け
ず
、「
そ
れ
ら
の
品
々
は
、
こ
の
世

の
宝
で
す
、
使
い
尽
く
せ
ば
無
益
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
私
の
技
を
お

見
せ
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
、
心
の
内
に
念
願
を
こ
め
て
合
掌
す
る
と
、

天
は
こ
の
祈
り
を
聴
き
、
眼
前
に
食
膳
の
品
を
現
し
た二
十
四。
こ
れ
を
見
て
、

王
を
は
じ
め
、
居
合
わ
せ
た
人
々
は
奇
異
の
思
い
を
募
ら
せ
た
。
王
は
「
何

と
、
不
思
議
。
他
に
何
か
奇
妙
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。」
と
問
う
た
。
す

る
と
盛
夏
で
あ
る
と
い
う
の
に
、
空
は
ぱ
っ
と
曇
り
、
雪
が
チ
ラ
チ
ラ
と

降
り
始
め
、
積
り
始
め
た
。
王
を
初
め
、
居
合
わ
せ
た
人
々
は
体
を
こ
わ

ば
ら
せ
、
口
も
あ
か
ず
、
た
だ
茫
然
と
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
、

天
の
花
車
に
乗
っ
て
、
丸
や
は
、
す
ば
や
く
天
に
昇
ら
れ
た二
十
五。
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に
実
っ
た
も
の
は
す
べ
て
自
分
の
も
の
の
よ
う
に
盗
み
取
り
続
け
た
。
デ

ウ
ス
は
、
天
か
ら
下
ら
れ
て
、
彼
ら
天
の
邪
鬼
を
海
の
底
へ
封
じ
ら
れ
た
、

こ
の
三
人
の
悪
党
は
ル
シ
フ
ェ
ル
の
仕
業
で
あ
っ
た
。

　

人
間
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
人
々
は
盗
み
や
、
慾
か
ら
離
れ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
悪
に
傾
い
て
い
っ
た
。
悪
事
が
募
る
に
つ
れ
、
デ
ウ
ス
は
そ
れ

を
憐
れ
ん
で
、
パ
ッ
パ
・
マ
ル
ジ
帝
王
に
お
告
げ
を
授
け
た十
七。

そ
れ
は
、

「
こ
の
寺
の
獅
子
（
狛
犬
）
の
眼
が
赤
色
に
な
っ
た
時
、
津
波
が
来
て
、
世

は
滅
亡
す
る
」
と
い
う
お
告
げ
だ
っ
た
。
帝
王
は
毎
日
寺
に
詣
で
た
。
手

習
い
の
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
「
ど
う
し
て
獅
子
を
拝
む
の
か
」
と
聞
く
と
、

脇
の
子
ど
も
が
「
獅
子
の
眼
が
赤
色
に
な
る
時
に
、
こ
の
世
界
は
波
に
の

ま
れ
て
滅
亡
す
る
ん
だ
」
と
答
え
た
。
子
ど
も
は
そ
れ
を
聞
い
て
笑
い
、「
そ

ん
な
お
か
し
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。
塗
っ
た
ら
す
ぐ
に
赤
く
な
る
け
れ

ど
、滅
亡
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
て
、獅
子
の
眼
を
赤
く
塗
っ
た
。

　

マ
ル
ジ
帝
王
が
い
つ
も
の
よ
う
に
参
拝
す
る
と
、
獅
子
の
眼
が
赤
か
っ

た
。
そ
れ
を
見
て
、「
は
っ
」
と
驚
き
、
か
つ
て
用
意
し
て
い
た
刳
舟
に
六

人
の
子
ど
も
を
乗
せ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、足
の
悪
い
兄
は
そ
こ
に
残
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
間
も
な
く
、
大
波
が
天
地
を
驚
か
せ
な
が
ら
か
一
寸
の
猶

予
も
な
く
押
し
寄
せ
、
辺
り
は
一
面
の
大
海
と
な
っ
た十
八。
先
の
獅
子
が
海

の
上
を
走
り
、
乗
り
遅
れ
た
一
人
の
兄
を
背
中
に
乗
せ
て
助
け
た
。

　

水
は
三
時
に
引
き
、
刳
舟
に
乗
っ
た
人
々
は
島
に
漂
流
し
て
休
ん
だ
。

そ
こ
へ
獅
子
が
、
兄
を
背
に
乗
せ
て
や
っ
て
き
た
。
波
に
溺
れ
て
死
ん
だ

数
万
の
人
々
は
、
地
獄
に
落
ち
た
。

　
　
　
　
　

神
、
人
類
救
済
の
た
め
に
分
身
を
世
に
送
る　
　
　

　

刳
舟
に
乗
っ
て
、
九
死
に
一
生
を
得
た
帝
王
と
そ
の
子
ら
七
人
は
、
そ

の
島
を
住
処
と
定
め
た
が
、夫
婦
の
極
め
が
な
い
た
め
に
、女
は
眉
を
そ
り
、

歯
に
鉄
か
ね
を
付
け
る
こ
と
を
こ
の
時
か
ら
始
め
た
。
増
え
続
け
る
人
間

は
、
生
ま
れ
て
は
死
に
地
獄
に
落
ち
た
。

　

デ
ウ
ス
は
こ
の
次
第
を
憐
れ
み
、「
天
使
よ
、
人
間
を
い
か
に
し
て
助
け

よ
う
ぞ
。」
と
問
う
と
、
天
使
は
答
え
て
「
デ
ウ
ス
の
分
身
を
世
に
送
ら
れ

れ
ば
、
助
け
る
道
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。」
と
言
う
。
そ
こ
で
、
デ
ウ
ス
は
御

子
を
分
身
と
し
た
。

　

ガ
ム
リ
ヤ
（
ガ
ブ
リ
エ
ル
）
と
い
う
天
使
が
御
使
い
と
し
て
下
界
に
下
っ

た
。
そ
の
後
、
ジ
ュ
ア
ン
（
ヨ
ハ
ネ
）
が
洗
礼
の
役
と
し
て
下
ら
れ
、
八

月
中
旬
に
イ
ザ
ベ
ル
ナ
（
エ
リ
ザ
ベ
ト
）
の
体
に
宿
ら
れ
た
。
彼
女
は
そ

の
と
き
五
三
歳
で
あ
り
、
洗
礼
者
は
五
月
中
旬
に
ご
誕
生
さ
れ
る
予
定
で

あ
る十
九。

オ
ラ
シ
ョ
（
祈
り
）
を
五
三
回
唱
え
て
一
繰
と
す
る
の
は
、
彼
女

の
年
齢
の
故
で
あ
る
。

　

ル
ソ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
国
の
帝
王
で
サ
ン
ゼ
ン
・
ゼ
ジ
ュ
ズ
と
い

う
王
様
が
い
た二
十。
ま
た
、
そ
の
国
に
、
身
分
の
低
い
娘
で
丸
や
（
マ
リ
ア
）

と
い
う
、
七
歳
か
ら
学
問
を
志
し
、
十
二
歳
で
上
達
し
た
娘
が
い
た二
十
一。
丸

や
は
、
毎
日
、
世
界
の
状
況
を
案
じ
、
人
間
界
に
生
ま
れ
た
後
の
来
生
の

救
済
は
ど
う
な
る
の
か
と
思
い
続
け
て
い
る
と
、「
汝
が
一
生
、
独
身
で
、

処
女
の
行
を
積
め
ば
、
健
や
か
に
救
済
し
よ
う二
十
二」
と
い
う
、
不
思
議
な
天

か
ら
の
お
告
げ
を
受
け
た
。
ハ
ッ
と
喜
ん
だ
丸
や
は
、地
に
伏
し
て
礼
拝
し
、

十
二
編
の
祈
り
を
唱
え
た二
十
三。

（7）

　

ル
ソ
ン
の
国
の
帝
王
は
妃
の
候
補
を
探
し
て
い
た
が
、
思
い
に
適
う
女

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
国
内
の
丸
や
の
こ
と
を
聴
く
な
り
、

す
ぐ
に
家
老
達
を
使
わ
し
た
。
丸
や
の
両
親
は
か
し
こ
ま
っ
て
、「
御
心
に

お
任
せ
い
た
し
ま
す
」
と
承
諾
し
た
。
し
か
し
、丸
や
は
一
行
に
承
諾
せ
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
埒
が
明
か
な
い
と
、
家
老
は
無
理
に
丸
や
を
王
の
前
に
さ

し
出
し
た
。

　

帝
王
は
、
丸
や
を
見
る
と
と
て
も
喜
ん
で
、「
聴
い
て
い
た
以
上
の
器
量

者
だ
、
こ
れ
か
ら
は
私
に
仕
え
て
く
れ
。」
と
仰
せ
に
な
っ
た
。

　

丸
や
は
そ
れ
を
聞
く
と
「
仰
せ
に
な
る
こ
と
は
、ご
も
っ
と
も
。
し
か
し
、

私
は
大
願
の
望
み
が
あ
る
の
で
、
こ
の
身
を
汚
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」

と
い
う
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
王
は
、「
ど
ん
な
望
み
も
適
え
て
や
る
か
ら
我
が
妻
と
な

れ
」
と
い
っ
た
。

　

丸
や
は
「
王
に
は
、
霊
的
な
位
が
な
く
、
こ
の
世
の
栄
華
の
み
携
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
来
生
の
救
済
こ
そ
が
大
切
で
す
。」
と
答

え
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
帝
王
は
「
そ
な
た
は
、
凡
人
で
あ
ろ
う
、
い
か
な
る
位

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
。
我
は
王
で
あ
る
ぞ
。
来
い
、
見
せ
る
も
の

が
あ
る
」
と
言
っ
て
、
宝
蔵
か
ら
金
・
銀
・
米
俵
、
ま
た
、
金
の
屏
風
・

貝
の
錦
、
十
間
の
緋
色
の
練
絹
、
珊
瑚
の
珠
、
瑠
璃
の
香
箱
、
瑪
瑙
・
琥

珀
の
細
工
物
、
伽
羅
や
麝
香
・
沈
香
の
香
り
の
玉
の
鼓
を
見
せ
、「
金
銀
を

ち
り
ば
め
た
屋
敷
に
暮
ら
し
、
こ
れ
ら
の
品
々
、
す
べ
て
気
に
入
っ
た
も

の
を
、
そ
な
た
に
や
ろ
う
。」
と
言
っ
た
。

　

し
か
し
、
丸
や
は
宝
に
は
目
を
む
け
ず
、「
そ
れ
ら
の
品
々
は
、
こ
の
世

の
宝
で
す
、
使
い
尽
く
せ
ば
無
益
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
私
の
技
を
お

見
せ
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
、
心
の
内
に
念
願
を
こ
め
て
合
掌
す
る
と
、

天
は
こ
の
祈
り
を
聴
き
、
眼
前
に
食
膳
の
品
を
現
し
た二
十
四。

こ
れ
を
見
て
、

王
を
は
じ
め
、
居
合
わ
せ
た
人
々
は
奇
異
の
思
い
を
募
ら
せ
た
。
王
は
「
何

と
、
不
思
議
。
他
に
何
か
奇
妙
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。」
と
問
う
た
。
す

る
と
盛
夏
で
あ
る
と
い
う
の
に
、
空
は
ぱ
っ
と
曇
り
、
雪
が
チ
ラ
チ
ラ
と

降
り
始
め
、
積
り
始
め
た
。
王
を
初
め
、
居
合
わ
せ
た
人
々
は
体
を
こ
わ

ば
ら
せ
、
口
も
あ
か
ず
、
た
だ
茫
然
と
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
、

天
の
花
車
に
乗
っ
て
、
丸
や
は
、
す
ば
や
く
天
に
昇
ら
れ
た二
十
五。
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た
が
お
口
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
ん
で
す
か
」

と
尋
ね
た
。
ル
シ
フ
ェ
ル
は

「
こ
れ
は
、
マ
サ
ン
の
実
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
エ
ワ
は
そ
れ
を
聞
い
て
驚

い
て

「
そ
れ
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
食
べ
て
も
よ
ろ

し
い
の
で
す
か
」

と
聞
い
た
。
ル
シ
フ
ェ
ル
は

「
こ
の
マ
サ
ン
の
実
は
、
デ
ウ
ス
と
我
ル
シ
フ
ェ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
食
べ
れ
ば
、
皆
が
デ
ウ
ス
に
な
る
の
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。」

と
偽
っ
た
。
エ
ワ
は
そ
れ
を
聞
い
て
、「
そ
う
で
し
た
か
」
と
納
得
し
た
。

ル
シ
フ
ェ
ル
は
、
ま
ん
ま
と
し
て
や
っ
た
、
と
ほ
く
そ
笑
み
、
マ
サ
ン
の

木
の
実
を
（
エ
ワ
に
）
手
渡
し
て
、「
さ
あ
、
こ
れ
を
食
べ
て
、
我
ル
シ
フ
ェ

ル
の
よ
う
に
偉
く
な
れ
」
と
勧
め
た
。
エ
ワ
は
喜
ん
で
そ
れ
を
食
べ
た
。

　

ル
シ
フ
ェ
ル
は
「
こ
れ
は
ア
ダ
ン
に
食
べ
さ
せ
よ
。
そ
し
て
子
ど
も
を

急
い
で
連
れ
て
ま
い
れ
」
と
言
い
、帰
る
素
振
り
を
し
て
、木
陰
に
隠
れ
た
。

　

ア
ダ
ン
が
戻
る
と
、
エ
ワ
は
今
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
、
残
り
の
マ
サ
ン

の
実
を
（
ア
ダ
ン
に
）
手
渡
し
た
。
ア
ダ
ン
は
疑
い
な
が
ら
も
手
に
と
っ

て
食
べ
た
。

　

そ
こ
に
不
思
議
に
も
、デ
ウ
ス
が
何
処
と
も
な
く
や
っ
て
き
て
「
ア
ダ
ン
、

ど
う
し
た
の
だ
、
そ
れ
は
悪
の
実
で
あ
る
の
に
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
ア

ダ
ン
は
ハ
ッ
と
仰
天
し
て
、
吐
き
出
そ
う
と
し
た
が
、
喉
に
引
っ
掛
か
り
、

そ
の
甲
斐
な
く
、
エ
ワ
も
ア
ダ
ン
も
た
ち
ま
ち
に
天
に
入
る
快
楽
を
失
っ

た
。（
二
人
は
）
す
ぐ
に
サ
ル
ベ
・
レ
ジ
ナ
（
挽
歌
）
を
唱
え
て
天
に
叫
び
、

地
に
伏
し
て
、
血
の
涙
を
流
し
て
千
回
悔
い
た
が
そ
の
甲
斐
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
「
罪
の
告
白
の
祈
り
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
、（
二
人
は
）
デ
ウ
ス
に
向
か
っ
て
「
ど
う
ぞ
、
な
に
と

ぞ
も
う
一
度
、パ
ラ
イ
ソ
に
入
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
」
と
願
い
出
た
。

デ
ウ
ス
は
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
り
、
四
〇
〇
年
、
後
悔
を
続
け
よ
、
そ
の

時
に
パ
ラ
イ
ソ
に
戻
そ
う
と
仰
せ
に
な
っ
た十
三。
し
か
し
エ
ワ
に
は
、「
中
天

の
犬
に
な
れ
」
と
蹴
飛
ば
さ
れ
、
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
エ
ワ
の

子
ど
も
は
、「
も
う

一
度
天
に
入
れ
る
」

と
い
う
望
み
を
託
し

な
が
ら
、
下
界
に
住

み
、
畜
生
を
食
べ
、

月
星
を
拝
み
、
後
悔

し
な
が
ら
過
ご
し

た
。
下
界
に
は
、
合

石
と
い
う
石
が
あ
っ

た
。
こ
の
石
を
探
し

て
、
そ
こ
に
住
む
者

に
は
必
ず
不
思
議
な

恩
恵
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
即
ち
、
そ
れ

は
こ
の
世
界
（
黒
崎
・
出
津
）
で
あ
る十
四。　

　

隠
れ
た
ル
シ
フ
ェ
ル
は
、
鼻
が
長
く
な
り
、
口
は
さ
け
、
手
足
は
鱗
だ

ら
け
に
な
り
、
角
を
振
り
立
て
、
す
さ
ま
じ
い
容
姿
に
な
っ
て
、
デ
ウ
ス 長崎県、下黒崎町　著者撮影

（5）

の
御
前
に
ひ
れ
伏
し
た
。「
お
の
れ
の
悪
心
か
ら
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
の
で
、
ど
う
ぞ
天
国

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
願
い
出
た
。
し
か
し
、
デ
ウ
ス
は
、「
汝
は
悪
性

で
あ
る
か
ら
、
天
に
は
入
れ
ら
れ
ぬ
。
下
界
で
は
エ
ワ
の
子
ど
も
が
後
悔

し
て
過
ご
し
て
い
る
か
ら
、こ
ち
ら
に
も
入
れ
ら
れ
ぬ
。
雷
の
神
と
な
れ
と
、

十
相
の
位
を
与
え
、
中
天
に
住
む
こ
と
を
許
し
た
。

　

悲
し
い
こ
と
に
、ル
シ
フ
ェ
ル
を
拝
し
た
天
使
た
ち
は
、皆
、天
狗
と
な
っ

て
中
天
に
追
い
や
ら
れ
た
。

長崎歴史文化博物館蔵
大天使ミカエルと槍で突かれた悪魔

嶋崎賢児撮影　

　
　
　
　
　

悪
の
実
、
中
天
に
追
い
や
ら
れ
る

　

デ
ウ
ス
の
御
思
案
に
よ
っ
て
、
天
に
も
下
界
に
も
争
い
の
も
と
に
な
る

マ
サ
ン
の
悪
の
実
は
、
中
天
の
天
狗
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
立
ち
分
か
れ
た
エ
ワ
の
子
ど
も
｛
兄
は
妹
が
恋
し
く
な
り
、
妹

は
兄
が
恋
し
く
な
り
、
声
の
限
り
に
叫
び
な
が
ら
歩
い
た
。
そ
の
声
は
、

谷
で
叫
ぶ
と
山
に
こ
だ
ま
し
、
山
で
叫
ぶ
と
谷
に
こ
だ
ま
し
、
二
人
は
力

の
限
り
に
叫
ん
で
歩
い
た
。
そ
れ
を
見
か
ね
た
デ
ウ
ス
が
手
裏
剣
を
投
げ

お
ろ
す
と
、
山
の
高
み
に
突
き
立
っ
た十
五。｝
は
合
石
の
石
の
ほ
と
り
（
黒
崎
・

出
津
）
で
出
会
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
前
に
知
ら
さ
れ
た
デ
ウ
ス
の
不
思
議

な
知
ら
せ
か
と
、
二
人
は
と
て
も
驚
い
た
。
抜
身
の
剣
の
光
に
照
ら
し
出

さ
れ
て
お
互
い
の
姿
を
認
め
合
っ
た
二
人
は
、
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
に
走
り

寄
り
、
女
は
針
を
投
げ
、
男
は
櫛
を
投
げ
た
。
女
が
投
げ
た
針
は
男
の
頭

に
突
き
刺
さ
り
、
血
が
流
れ
た
。
そ
の
血
が
止
ま
ら
な
い
の
で
天
に
向
か
っ

て
願
を
か
け
、「
一
生
夫
に
従
い
ま
す
」
と
誓
う
と
血
は
止
ま
っ
た
。
再
び

そ
の
剣
を
振
る
と
、
兄
弟
の
縁
は
切
れ
て
夫
婦
の
契
り
が
結
ば
れ
た
。
こ

う
し
て
恐
ろ
し
い
道
を
知
り
、
双
子
ば
か
り
十
二
回
身
ご
も
っ
た
。｛
故
に

親
近
結
婚
は
良
く
な
い
と
言
わ
れ
る十
六。｝

　

そ
れ
か
ら
次
第
に
、
人
間
が
増
え
て
食
べ
物
が
足
り
な
く
な
っ
た
の
で
、

（
人
々
は
）
天
に
向
か
っ
て
祈
り
を
さ
さ
げ
、「
食
べ
物
を
あ
た
え
て
く
だ

さ
い
」
と
願
う
と
、デ
ウ
ス
が
空
に
現
れ
、籾
の
種
を
お
与
え
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
種
を
雪
の
中
に
蒔
い
た
。
翌
年
六
月
に
は
よ
く
実
り
、
八
株
に
八
石
、

そ
し
て
そ
の
冬
に
は
九
石
実
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
八
穂
で
八
石
の
田
植
え

唄
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
兵
糧
が
多
く
蓄
え
ら
れ
る
ほ

ど
豊
作
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
悪
心
慾
心
の
世
の
中
と
な
り
、
運
慾
・
貪
慾
・
我
慾

と
い
う
三
人
が
生
じ
、
善
人
の
食
物
を
自
分
の
欲
し
い
ま
ま
に
盗
み
取
っ

た
。
デ
ウ
ス
は
そ
れ
を
憎
ま
れ
、
三
人
を
二
つ
の
体
に
と
じ
こ
め
た
。
そ

の
三
つ
の
顔
に
は
角
が
生
え
、
そ
の
形
相
は
す
さ
ま
じ
く
、
彼
ら
は
田
畑
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た
が
お
口
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
ん
で
す
か
」

と
尋
ね
た
。
ル
シ
フ
ェ
ル
は

「
こ
れ
は
、
マ
サ
ン
の
実
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
エ
ワ
は
そ
れ
を
聞
い
て
驚

い
て

「
そ
れ
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
食
べ
て
も
よ
ろ

し
い
の
で
す
か
」

と
聞
い
た
。
ル
シ
フ
ェ
ル
は

「
こ
の
マ
サ
ン
の
実
は
、
デ
ウ
ス
と
我
ル
シ
フ
ェ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
食
べ
れ
ば
、
皆
が
デ
ウ
ス
に
な
る
の
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。」

と
偽
っ
た
。
エ
ワ
は
そ
れ
を
聞
い
て
、「
そ
う
で
し
た
か
」
と
納
得
し
た
。

ル
シ
フ
ェ
ル
は
、
ま
ん
ま
と
し
て
や
っ
た
、
と
ほ
く
そ
笑
み
、
マ
サ
ン
の

木
の
実
を
（
エ
ワ
に
）
手
渡
し
て
、「
さ
あ
、
こ
れ
を
食
べ
て
、
我
ル
シ
フ
ェ

ル
の
よ
う
に
偉
く
な
れ
」
と
勧
め
た
。
エ
ワ
は
喜
ん
で
そ
れ
を
食
べ
た
。

　

ル
シ
フ
ェ
ル
は
「
こ
れ
は
ア
ダ
ン
に
食
べ
さ
せ
よ
。
そ
し
て
子
ど
も
を

急
い
で
連
れ
て
ま
い
れ
」
と
言
い
、帰
る
素
振
り
を
し
て
、木
陰
に
隠
れ
た
。

　

ア
ダ
ン
が
戻
る
と
、
エ
ワ
は
今
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
、
残
り
の
マ
サ
ン

の
実
を
（
ア
ダ
ン
に
）
手
渡
し
た
。
ア
ダ
ン
は
疑
い
な
が
ら
も
手
に
と
っ

て
食
べ
た
。

　

そ
こ
に
不
思
議
に
も
、デ
ウ
ス
が
何
処
と
も
な
く
や
っ
て
き
て
「
ア
ダ
ン
、

ど
う
し
た
の
だ
、
そ
れ
は
悪
の
実
で
あ
る
の
に
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
ア

ダ
ン
は
ハ
ッ
と
仰
天
し
て
、
吐
き
出
そ
う
と
し
た
が
、
喉
に
引
っ
掛
か
り
、

そ
の
甲
斐
な
く
、
エ
ワ
も
ア
ダ
ン
も
た
ち
ま
ち
に
天
に
入
る
快
楽
を
失
っ

た
。（
二
人
は
）
す
ぐ
に
サ
ル
ベ
・
レ
ジ
ナ
（
挽
歌
）
を
唱
え
て
天
に
叫
び
、

地
に
伏
し
て
、
血
の
涙
を
流
し
て
千
回
悔
い
た
が
そ
の
甲
斐
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
「
罪
の
告
白
の
祈
り
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
、（
二
人
は
）
デ
ウ
ス
に
向
か
っ
て
「
ど
う
ぞ
、
な
に
と

ぞ
も
う
一
度
、パ
ラ
イ
ソ
に
入
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
」
と
願
い
出
た
。

デ
ウ
ス
は
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
り
、
四
〇
〇
年
、
後
悔
を
続
け
よ
、
そ
の

時
に
パ
ラ
イ
ソ
に
戻
そ
う
と
仰
せ
に
な
っ
た十
三。
し
か
し
エ
ワ
に
は
、「
中
天

の
犬
に
な
れ
」
と
蹴
飛
ば
さ
れ
、
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
エ
ワ
の

子
ど
も
は
、「
も
う

一
度
天
に
入
れ
る
」

と
い
う
望
み
を
託
し

な
が
ら
、
下
界
に
住

み
、
畜
生
を
食
べ
、

月
星
を
拝
み
、
後
悔

し
な
が
ら
過
ご
し

た
。
下
界
に
は
、
合

石
と
い
う
石
が
あ
っ

た
。
こ
の
石
を
探
し

て
、
そ
こ
に
住
む
者

に
は
必
ず
不
思
議
な

恩
恵
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
即
ち
、
そ
れ

は
こ
の
世
界
（
黒
崎
・
出
津
）
で
あ
る十
四。　

　

隠
れ
た
ル
シ
フ
ェ
ル
は
、
鼻
が
長
く
な
り
、
口
は
さ
け
、
手
足
は
鱗
だ

ら
け
に
な
り
、
角
を
振
り
立
て
、
す
さ
ま
じ
い
容
姿
に
な
っ
て
、
デ
ウ
ス 長崎県、下黒崎町　著者撮影

（5）

の
御
前
に
ひ
れ
伏
し
た
。「
お
の
れ
の
悪
心
か
ら
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
の
で
、
ど
う
ぞ
天
国

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
願
い
出
た
。
し
か
し
、
デ
ウ
ス
は
、「
汝
は
悪
性

で
あ
る
か
ら
、
天
に
は
入
れ
ら
れ
ぬ
。
下
界
で
は
エ
ワ
の
子
ど
も
が
後
悔

し
て
過
ご
し
て
い
る
か
ら
、こ
ち
ら
に
も
入
れ
ら
れ
ぬ
。
雷
の
神
と
な
れ
と
、

十
相
の
位
を
与
え
、
中
天
に
住
む
こ
と
を
許
し
た
。

　

悲
し
い
こ
と
に
、ル
シ
フ
ェ
ル
を
拝
し
た
天
使
た
ち
は
、皆
、天
狗
と
な
っ

て
中
天
に
追
い
や
ら
れ
た
。

長崎歴史文化博物館蔵
大天使ミカエルと槍で突かれた悪魔

嶋崎賢児撮影　

　
　
　
　
　

悪
の
実
、
中
天
に
追
い
や
ら
れ
る

　

デ
ウ
ス
の
御
思
案
に
よ
っ
て
、
天
に
も
下
界
に
も
争
い
の
も
と
に
な
る

マ
サ
ン
の
悪
の
実
は
、
中
天
の
天
狗
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
立
ち
分
か
れ
た
エ
ワ
の
子
ど
も
｛
兄
は
妹
が
恋
し
く
な
り
、
妹

は
兄
が
恋
し
く
な
り
、
声
の
限
り
に
叫
び
な
が
ら
歩
い
た
。
そ
の
声
は
、

谷
で
叫
ぶ
と
山
に
こ
だ
ま
し
、
山
で
叫
ぶ
と
谷
に
こ
だ
ま
し
、
二
人
は
力

の
限
り
に
叫
ん
で
歩
い
た
。
そ
れ
を
見
か
ね
た
デ
ウ
ス
が
手
裏
剣
を
投
げ

お
ろ
す
と
、
山
の
高
み
に
突
き
立
っ
た十
五。｝

は
合
石
の
石
の
ほ
と
り
（
黒
崎
・

出
津
）
で
出
会
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
前
に
知
ら
さ
れ
た
デ
ウ
ス
の
不
思
議

な
知
ら
せ
か
と
、
二
人
は
と
て
も
驚
い
た
。
抜
身
の
剣
の
光
に
照
ら
し
出

さ
れ
て
お
互
い
の
姿
を
認
め
合
っ
た
二
人
は
、
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
に
走
り

寄
り
、
女
は
針
を
投
げ
、
男
は
櫛
を
投
げ
た
。
女
が
投
げ
た
針
は
男
の
頭

に
突
き
刺
さ
り
、
血
が
流
れ
た
。
そ
の
血
が
止
ま
ら
な
い
の
で
天
に
向
か
っ

て
願
を
か
け
、「
一
生
夫
に
従
い
ま
す
」
と
誓
う
と
血
は
止
ま
っ
た
。
再
び

そ
の
剣
を
振
る
と
、
兄
弟
の
縁
は
切
れ
て
夫
婦
の
契
り
が
結
ば
れ
た
。
こ

う
し
て
恐
ろ
し
い
道
を
知
り
、
双
子
ば
か
り
十
二
回
身
ご
も
っ
た
。｛
故
に

親
近
結
婚
は
良
く
な
い
と
言
わ
れ
る十
六。｝

　

そ
れ
か
ら
次
第
に
、
人
間
が
増
え
て
食
べ
物
が
足
り
な
く
な
っ
た
の
で
、

（
人
々
は
）
天
に
向
か
っ
て
祈
り
を
さ
さ
げ
、「
食
べ
物
を
あ
た
え
て
く
だ

さ
い
」
と
願
う
と
、デ
ウ
ス
が
空
に
現
れ
、籾
の
種
を
お
与
え
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
種
を
雪
の
中
に
蒔
い
た
。
翌
年
六
月
に
は
よ
く
実
り
、
八
株
に
八
石
、

そ
し
て
そ
の
冬
に
は
九
石
実
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
八
穂
で
八
石
の
田
植
え

唄
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
兵
糧
が
多
く
蓄
え
ら
れ
る
ほ

ど
豊
作
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
悪
心
慾
心
の
世
の
中
と
な
り
、
運
慾
・
貪
慾
・
我
慾

と
い
う
三
人
が
生
じ
、
善
人
の
食
物
を
自
分
の
欲
し
い
ま
ま
に
盗
み
取
っ

た
。
デ
ウ
ス
は
そ
れ
を
憎
ま
れ
、
三
人
を
二
つ
の
体
に
と
じ
こ
め
た
。
そ

の
三
つ
の
顔
に
は
角
が
生
え
、
そ
の
形
相
は
す
さ
ま
じ
く
、
彼
ら
は
田
畑
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そ
の
子
孫
た
ち
（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）
は
、
現
在
ま
で
、
四
五
〇
年
以

上
の
月
日
を
か
け
て
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
を
紡
い
で
き
た
。
彼
ら
は
、

『
天
地
』
に
お
い
て
、
外
海
の
大
地
は
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
世
界
郷
土
と

し
て
認
識
し
、
神
の
愛
が
自
分
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
。

そ
こ
に
は
、
ひ
た
む
き
な
信
仰
世
界
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

彼
ら
は
、
殉
教
で
は
な
く
、
生
き
延
び
る
道
を
選
択
し
て
き
た
の
だ
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
「
後
生
の
助
か
り
（
来
世
の
救
済
）」

と
い
う
希
望
の
教
え
を
伝
承
し
、生
き
つ
づ
け
る
糧（
力
）と
し
て
き
た
。『
天

地
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
の
大
地
に
実
生
化
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、

内
発
的
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
記
録
と
し
て
、
ま
た
、
彼
ら
の
生
活
に
浸
透

し
た
信
仰
と
希
望
の
物
語
（
民
衆
の
神
学
）
と
し
て
思
想
的
に
大
き
な
意

義
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
天
地
』
は
三
部
構
成
（
旧
約
・
新
約
・
黙
示
録
）
で
神
話
的
世
界
観
を

展
開
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
字
数
の
制
約
上
、
前
編
と
後
編
の
二
部
に
分

け
て
掲
載
さ
れ
る
。
前
編
で
紹
介
さ
れ
る
『
天
地
』
に
お
け
る
デ
ウ
ス
（
神
）

の
概
念
は
、
悪
魔
、
裏
切
り
者
を
徹
底
し
て
救
わ
れ
る
寛
大
な
神
と
し
て
描

か
れ
る
。
丸
や
（
聖
母
マ
リ
ア
）
は
天
女
と
し
て
描
か
れ
、
蝶
が
口
に
飛
び

込
む
と
い
う
美
し
い
描
写
に
よ
っ
て
受
胎
の
場
面
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、

丸
や
は
未
婚
で
懐
胎
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
親
か
ら
勘
当
さ
れ
、
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
羽
目
に
陥
る
。生
後
の
幼
子
の
割
礼
を
目
に
し
た
丸
や
は
、

子
の
将
来
を
思
い
、
涙
す
る
人
間
的
な
女
性
と
し
て
も
描
か
れ
る
。
救
い
主

イ
エ
ス
は
、
当
時
の
日
本
の
貧
し
い
農
民
や
漁
民
、
そ
の
貧
し
い
生
活
ゆ
え

に
間
引
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
死
し
た
幼
児
の
贖
罪
者
と
し
て
描
か
れ
る
。

　

本
稿
の
後
編
に
お
い
て
は
、
博
士
と
議
論
す
る
イ
エ
ス
が
、
寺
の
坊
主

と
問
答
す
る
イ
エ
ス
と
し
て
書
か
れ
る
他
、
当
時
の
宗
教
社
会
に
お
け
る

神
仏
習
合
の
影
響
か
ら
、
悪
は
「
穢
れ
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
イ
エ
ス

を
裏
切
る
弟
子
の
ユ
ダ
が
「
天
狗
」
の
形
相
で
描
写
さ
れ
、
自
死
さ
え
し

な
け
れ
ば
助
け
た
の
に
、
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
や
「
お
授
け
」（
洗
礼
）

と
い
う
儀
式
が
、
死
後
の
ア
ニ
マ
（
魂
）
の
救
い
に
お
い
て
い
か
に
重
要

で
あ
っ
た
か
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
関
係
性
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン

の
間
で
は
火
葬
が
禁
ぜ
ら
れ
た
所
以
が
語
ら
れ
る
な
ど
、
道
徳
性
や
タ
ブ
ー

も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

外
部
か
ら
の
往
来
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
長
崎
県
の
外
海
地
方
で
あ
る

が
、
現
在
で
は
遠
藤
周
作
の
記
念
館
、
道
の
駅
が
建
設
さ
れ
、
人
々
の
往

来
が
頻
繁
に
可
能
と
な
っ
た
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る

外
海
、
静
か
な
町
が
、
現
在
で
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
（
か
く
れ
切
支
丹
）
の
頑
強
さ
と
執
念
と
に

は
感
嘆
は
す
る
も
の
の
、
彼
ら
の
宗
教
は
我
々
現
代
人
に
何
の
説
得
力
も

な
い
し
、
宗
教
と
し
て
の
一
般
性
も
な
い
。
そ
れ
は
狭
い
地
域
の
、
ご
く

限
ら
れ
た
人
た
ち
の
特
殊
な
習
慣
的
信
仰
に
す
ぎ
な
い
。
我
々
は
彼
ら
の

組
織
や
行
事
に
一
時
は
興
味
を
持
つ
…
（
中
略
）
も
は
や
、
こ
の
か
く
れ

切
支
丹
な
る
も
の
が
い
つ
か
は
消
え
去
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」
と
評

し
た
の
は
遠
藤
周
作
（
一
九
二
三
〜
一
九
九
六
）
で
あ
っ
た四
。
し
か
し
、

彼
は
同
時
に
、「
彼
ら
の
宗
教
は
、
日
本
的
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
に
即
し

た
も
の
と
し
て
本
物
で
あ
る
」
と
評
価
し
た
。
私
は
、
今
後
の
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
末
裔
た
ち
の
行
方
を
危
惧
し
つ
つ
も
、
評
価
し
、
見
守
り
続
け
、

ま
た
伝
え
続
け
る
こ
と
が
一
研
究
者
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
『
天

地
始
之
事
』
の
現
代
語
訳
を
試
み
る五
。

（3）

長
崎
に
伝
承
さ
れ
る
聖
書
物
語
『
天
地
始
之
事
』

　
　
　
　
　

天
地
の
始
ま
り　
　
　

　

デ
ウ
ス
（
神
）
と
は
、
天
地
の
御
主
、
人
間
・
万
物
の
御
親
の
こ
と
で

あ
る
。
一
つ
の
光
の
下
か
ら
、二
〇
〇
相
の
位
、四
二
相
の
装
い
を
持
つ
が
、

も
と
も
と
は
一
つ
の
光
を
分
け
た
よ
う
な
も
の
、
つ
ま
り
太
陽
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る六
。

　

デ
ウ
ス
は
、
十
二
の
天
を
創
造
さ
れ
た
。
そ
の
名
は
、
リ
ン
ボ
ー
（
地

獄
）、
マ
ン
ボ
ー
・
オ
リ
ベ
テ
ン
・
シ
ダ
イ
・
ゴ
ダ
イ
・
パ
ッ
パ
・
オ
ロ
ハ
・

コ
ン
ス
タ
ン
チ
・
ホ
ラ
・
コ
ロ
テ
ル
（
エ
デ
ン
の
園
）・
十
万
の
パ
ラ
イ
ソ

（
極
楽
世
界
）
で
あ
る七
。
次
に
、
日
、
月
、
星
を
創
り
、
数
万
の
天
使
を
思

う
ま
ま
に
召
し
寄
せ
ら
れ
た
。

　

大
天
使
ル
シ
フ
ェ
ル
（
サ
タ
ン
・
悪
魔
・
仏
）
は
七
天
使
の
頭
、

一
〇
〇
相
の
位
、
二
十
二
相
の
装
い
を
も
つ八
。
ま
た
、
デ
ウ
ス
は
万
物
を

創
造
さ
れ
、
土
・
水
・
火
・
風
・
塩
・
油
に
ご
自
身
の
御
骨
肉
を
入
れ
、
月
・
火
・

水
・
木
・
金
・
土
、
そ
の
七
日
目
に
人
間
の
五
体
を
創
造
さ
れ
た
。
デ
ウ

ス
は
、
ご
自
分
の
息
を
吹
き
入
れ
て
、
人
間
を
「
主
日
の
ア
ダ
ン
」
と
名

付
け
、
三
十
三
の
相
を
与
え
ら
れ
た九
。
こ
う
し
て
週
の
七
日
目
は
祝
日
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
デ
ウ
ス
は
女
を
一
人
創
造
さ
れ
、「
主
日
の
エ
ワ
」
と
名
付
け
ら

れ
、
二
人
を
夫
婦
と
さ
れ
た
。
二
人
は
、
こ
の
世
界
に
お
い
て
チ
コ
ロ
ウ
、

タ
ン
ホ
ウ
と
い
う
男
女
二
人
を
生
ん
だ十
。
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
は
、
毎
日
デ
ウ

ス
を
礼
拝
す
る
た
め
に
パ
ラ
イ
ソ
（
天
国
）
に
赴
い
た十
一。

　

ル
シ
フ
ェ
ル
は
、
デ
ウ
ス
の
留
守
を
見
計
ら
っ
て
、
数
万
の
天
使
を
た

ば
ね
て
、

「
我
ル
シ
フ
ェ
ル
は
、デ
ウ
ス
で
あ
る
。
よ
っ
て
、こ
れ
か
ら
は
我
を
拝
め
。」

と
言
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
天
使
た
ち
は
喜
ん
で
彼
を
拝
し
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
が
「
私
た
ち
は
デ
ウ
ス
様
を
拝
む
べ
き

だ
」
と
互
い
に
論
じ
合
っ
て
い
る
と
、
そ
こ
に
デ
ウ
ス
が
戻
ら
れ
た
。
ル

シ
フ
ェ
ル
を
拝
ん
で
い
た
天
使
た
ち
、
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
は
、「
は
っ
」
と
手

を
合
わ
せ
て
デ
ウ
ス
を
拝
し
た
。
こ
の
時
に
、
過
ち
を
正
す
と
き
に
唱
え

る
「
コ
ン
チ
リ
サ
ン
（
後
悔
）
の
祈
り
」
が
出
来
た
。
デ
ウ
ス
は
、

　
「
ル
シ
フ
ェ
ル
を
拝
ん
で
も
、
マ
サ
ン
（
り
ん
ご
）
の
木
の
実
は
、
決
し

て
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
あ
、
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
の
子
ど
も
を
こ
こ
に
連

れ
て
き
な
さ
い
。
善
い
洗
礼
名
を
授
け
て
あ
げ
よ
う
。」

と
仰
せ
に
な
っ
た
。
こ
の
情
け
深
い
御
言
葉
に
、
み
な
我
に
返
っ
た十
二。

　

こ
れ
を
聞
い
た
ル
シ
フ
ェ
ル
は
、
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
を
謀
ろ
う
と
、
エ
デ

ン
の
園
に
急
い
だ
。
そ
し
て
マ
サ
ン
の
木
の
実
を
と
っ
て
、
エ
ワ
と
ア
ダ

ン
が
い
る
所
へ
行
き
、

「
ア
ダ
ン
は
ど
こ
に
い
る
の
か
」

と
聞
い
た
。
エ
ワ
は
、

「
天
国
の
門
番
を
し
て
い
ま
す
」

と
答
え
た
。
す
る
と
ル
シ
フ
ェ
ル
は
、

「
我
は
デ
ウ
ス
の
使
い
で
あ
る
。
そ
の
方
の
子
ど
も
の
洗
礼
名
を
授
け
る
、

と
い
う
デ
ウ
ス
の
御
進
言
、
急
い
で
子
ど
も
を
使
わ
せ
よ
。」
と
い
う
。
エ

ワ
は
そ
れ
を
真
実
と
思
い
、

「
こ
れ
は
遠
い
と
こ
ろ
を
ご
苦
労
様
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
う
と
、
あ
な
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そ
の
子
孫
た
ち
（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）
は
、
現
在
ま
で
、
四
五
〇
年
以

上
の
月
日
を
か
け
て
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
を
紡
い
で
き
た
。
彼
ら
は
、

『
天
地
』
に
お
い
て
、
外
海
の
大
地
は
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
世
界
郷
土
と

し
て
認
識
し
、
神
の
愛
が
自
分
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
。

そ
こ
に
は
、
ひ
た
む
き
な
信
仰
世
界
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

彼
ら
は
、
殉
教
で
は
な
く
、
生
き
延
び
る
道
を
選
択
し
て
き
た
の
だ
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
「
後
生
の
助
か
り
（
来
世
の
救
済
）」

と
い
う
希
望
の
教
え
を
伝
承
し
、生
き
つ
づ
け
る
糧（
力
）と
し
て
き
た
。『
天

地
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
の
大
地
に
実
生
化
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、

内
発
的
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
記
録
と
し
て
、
ま
た
、
彼
ら
の
生
活
に
浸
透

し
た
信
仰
と
希
望
の
物
語
（
民
衆
の
神
学
）
と
し
て
思
想
的
に
大
き
な
意

義
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
天
地
』
は
三
部
構
成
（
旧
約
・
新
約
・
黙
示
録
）
で
神
話
的
世
界
観
を

展
開
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
字
数
の
制
約
上
、
前
編
と
後
編
の
二
部
に
分

け
て
掲
載
さ
れ
る
。
前
編
で
紹
介
さ
れ
る
『
天
地
』
に
お
け
る
デ
ウ
ス
（
神
）

の
概
念
は
、
悪
魔
、
裏
切
り
者
を
徹
底
し
て
救
わ
れ
る
寛
大
な
神
と
し
て
描

か
れ
る
。
丸
や
（
聖
母
マ
リ
ア
）
は
天
女
と
し
て
描
か
れ
、
蝶
が
口
に
飛
び

込
む
と
い
う
美
し
い
描
写
に
よ
っ
て
受
胎
の
場
面
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、

丸
や
は
未
婚
で
懐
胎
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
親
か
ら
勘
当
さ
れ
、
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
羽
目
に
陥
る
。生
後
の
幼
子
の
割
礼
を
目
に
し
た
丸
や
は
、

子
の
将
来
を
思
い
、
涙
す
る
人
間
的
な
女
性
と
し
て
も
描
か
れ
る
。
救
い
主

イ
エ
ス
は
、
当
時
の
日
本
の
貧
し
い
農
民
や
漁
民
、
そ
の
貧
し
い
生
活
ゆ
え

に
間
引
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
死
し
た
幼
児
の
贖
罪
者
と
し
て
描
か
れ
る
。

　

本
稿
の
後
編
に
お
い
て
は
、
博
士
と
議
論
す
る
イ
エ
ス
が
、
寺
の
坊
主

と
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す
る
イ
エ
ス
と
し
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書
か
れ
る
他
、
当
時
の
宗
教
社
会
に
お
け
る
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合
の
影
響
か
ら
、
悪
は
「
穢
れ
」
と
し
て
解
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さ
れ
る
。
イ
エ
ス

を
裏
切
る
弟
子
の
ユ
ダ
が
「
天
狗
」
の
形
相
で
描
写
さ
れ
、
自
死
さ
え
し

な
け
れ
ば
助
け
た
の
に
、
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
や
「
お
授
け
」（
洗
礼
）

と
い
う
儀
式
が
、
死
後
の
ア
ニ
マ
（
魂
）
の
救
い
に
お
い
て
い
か
に
重
要

で
あ
っ
た
か
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
関
係
性
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
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火
葬
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れ
た
所
以
が
語
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れ
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な
ど
、
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徳
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は
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も
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教
は
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に
何
の
説
得
力
も

な
い
し
、
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の
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性
も
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い
。
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狭
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地
域
の
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ご
く
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人
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の
特
殊
な
習
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的
信
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に
す
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な
い
。
我
々
は
彼
ら
の

組
織
や
行
事
に
一
時
は
興
味
を
持
つ
…
（
中
略
）
も
は
や
、
こ
の
か
く
れ

切
支
丹
な
る
も
の
が
い
つ
か
は
消
え
去
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」
と
評

し
た
の
は
遠
藤
周
作
（
一
九
二
三
〜
一
九
九
六
）
で
あ
っ
た四
。
し
か
し
、

彼
は
同
時
に
、「
彼
ら
の
宗
教
は
、
日
本
的
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
に
即
し

た
も
の
と
し
て
本
物
で
あ
る
」
と
評
価
し
た
。
私
は
、
今
後
の
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
末
裔
た
ち
の
行
方
を
危
惧
し
つ
つ
も
、
評
価
し
、
見
守
り
続
け
、

ま
た
伝
え
続
け
る
こ
と
が
一
研
究
者
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
『
天

地
始
之
事
』
の
現
代
語
訳
を
試
み
る五
。
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さ
あ
、
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
の
子
ど
も
を
こ
こ
に
連

れ
て
き
な
さ
い
。
善
い
洗
礼
名
を
授
け
て
あ
げ
よ
う
。」

と
仰
せ
に
な
っ
た
。
こ
の
情
け
深
い
御
言
葉
に
、
み
な
我
に
返
っ
た十
二。

　

こ
れ
を
聞
い
た
ル
シ
フ
ェ
ル
は
、
エ
ワ
と
ア
ダ
ン
を
謀
ろ
う
と
、
エ
デ

ン
の
園
に
急
い
だ
。
そ
し
て
マ
サ
ン
の
木
の
実
を
と
っ
て
、
エ
ワ
と
ア
ダ

ン
が
い
る
所
へ
行
き
、

「
ア
ダ
ン
は
ど
こ
に
い
る
の
か
」

と
聞
い
た
。
エ
ワ
は
、

「
天
国
の
門
番
を
し
て
い
ま
す
」

と
答
え
た
。
す
る
と
ル
シ
フ
ェ
ル
は
、

「
我
は
デ
ウ
ス
の
使
い
で
あ
る
。
そ
の
方
の
子
ど
も
の
洗
礼
名
を
授
け
る
、

と
い
う
デ
ウ
ス
の
御
進
言
、
急
い
で
子
ど
も
を
使
わ
せ
よ
。」
と
い
う
。
エ

ワ
は
そ
れ
を
真
実
と
思
い
、

「
こ
れ
は
遠
い
と
こ
ろ
を
ご
苦
労
様
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
う
と
、
あ
な

book_桜美林_人文研究_本文.indb   203 2013/02/28   15:35:09



204

『人文研究』編集規程

（趣旨）
1. 桜美林大学人文学系および芸術・文化学系における学術研究の促進を図るため、『人文研

究』( 以下、「紀要」という ) を発行する。
( 編集委員会）
2. 紀要の編集および発行は、編集委員会のもとで行い、原則として、毎年度 1 号を刊行する。
3. 紀要委員会が編集委員会を構成する。紀要委員会は、人文学系および芸術・文化学系の

全学研究委員各 1 名および紀要委員若干名からなり、各学系長が学系会議の議を経て学
系所属の専任教員に委嘱し、委員長 1 名、副委員長 1 名を互選する。委員の任期は 2 年
とし、再任を妨げない。

（投稿資格）
4. 本学人文学系および芸術・文化学系所属の専任教員、その他編集委員会が認めた本学教

員とする。投稿論文多数の場合、本学人文学系および芸術・文化学系所属の専任教員の
論文を優先する。

（掲載論文など）
5. 紀要に掲載する論文は、人文学的な視点を有する未発表の論文または研究ノートとし、

その種別は投稿者の判断によるものとする。
6. 論文の投稿および執筆に関する必要事項については「投稿規程」と「執筆要領」を別に

定める。
7. 原稿の採否および掲載時期は、編集委員会の審査を経て決定する。編集委員会は必要に

応じて修正等を依頼する。
8. 執筆者による校正は 2 回までとする。

（著作権および電子化の権利）
9. 紀要に掲載された論文の著作権は、執筆者に属し、その内容についての責任は執筆者が

負うものとする。
10. 原則として、執筆者は、紀要に掲載された論文を本学または本学が委託する機関が電子

化し、インターネット等を介して公開することを許諾する。ただし、所定の手続きを経て、
電子化および公開を行わないよう申請することができる。

（その他）
11. 抜刷は一篇につき 30 部を執筆者に配付する。30 部を超える部数を希望する場合の費用

は、執筆者の負担とする。
12. 本規程の改廃は、編集委員会が発議し、人文学系会議および芸術・文化学系会議の承認

をもって行う。

附則
本規程は、平成 21 年 4 月 22 日から施行する。
本規程は、平成 22 年 7 月 28 日より施行する。

（1）

は
じ
め
に　

―
そ
の
現
代
的
意
味
―

 　

一
八
六
五
年
に
、
浦
上
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
、
ド
ミ
ン
ゴ
又
一
は
、
一

冊
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
本
を
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
（
一
八
二
九
〜
八
四
）

に
手
渡
し
た
。
そ
こ
に
は
、
約
二
五
〇
年
に
わ
た
る
潜
伏
期
間
に
長
崎
の

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
口
伝
継
承
し
た
神
話
、
旧
約
・
新
約
聖
書
物
語
（
天

地
創
造
か
ら
楽
園
追
放
、
マ
リ
ア
の
処
女
懐
妊
、
イ
エ
ス
の
生
涯
、
最
後

の
審
判
、お
よ
び
黙
示
録
ま
で
の
内
容
）
が
描
か
れ
て
あ
り
、表
題
に
は
「
天

地
始
之
事
」
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
日
、
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父

と
長
崎
教
区
の
副
司
教
サ
ル
モ
ン
神
父
は
、
こ
れ
を
「
奇
怪
な
伝
説
を
交

え
た
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
」
と
し
て
処
分
し
て
し
ま
っ
た
。

　

約
一
世
紀
後
の
一
九
三
一
年
、
田
北
耕
也
氏
は
、『
天
地
始
之
事
』
を
全

部
暗
誦
し
て
い
た
九
十
一
歳
の
紋
助
爺
と
最
後
に
会
っ
て
い
る
。
そ
し
て

氏
は
、
西
彼
杵
半
島
東
樫
山
に
住
む
下
村
善
三
郎
が
所
持
し
た
写
本
『
天

地
始
之
事
』
を
底
本
と
し
、
校
注
を
加
え
、『
キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排
耶
書
』 

と
し
て
収
録
し
た一
。

　

私
は
、
田
北
氏
が
収
録
し
た
『
天
地
始
之
事
』（
以
後
『
天
地
』
と
略
）

を
現
代
語
訳
し
、
不
足
分
を
補
い
、
大
意
を
加
え
て
広
く
人
々
に
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
。『
天
地
』
は
、
日
本
に
実
生
化
（
み
し
ょ
う
か
・
イ
ン
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
一
形
態
と
し
て
、
神
学
・

宗
教
学
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る二
。　

　
『
天
地
』
は
、
長
崎
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
、
彼
ら
の
生
活
・
慣
習

と
融
合
さ
れ
、
様
々
な
変
容
の
道
を
た
ど
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
転
用

や
、原
典
（
聖
書
）
か
ら
の
変
容
、ま
た
自
由
な
解
釈
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
『
天
地
』
に
は
、
彼
ら
の
隠
れ
た
信
仰
が
思
想
と
し

て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
宗
教
的
特
性
の
一
つ
の
型
を
見
出
す
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。『
天
地
』
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
民
俗
・

民
間
伝
承
と
し
て
民
衆
の
間
に
根
付
い
た
「
信
仰
の
形
」、
つ
ま
り
表
象
的

テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い三
。

　

長
崎
県
外
海
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
（
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
）、
そ
し
て

【
研
究
ノ
ー
ト
】

長
崎
に
伝
承
さ
れ
る
聖
書
物
語
『
天
地
始
之
事
』
現
代
語
試
訳 （
前
編
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美

 
 

 
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド　
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
、
キ
リ
ス
ト
教
、
実み
し
ょ
う
か

生
化
、
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
天
地
始
之
事
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